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第一期生の卒 業 を祝 う

わが旭川医大の第一期生諸君は、大学 における全課程

を終 えて、 いよいよ学園を巣立つ 日を迎 えることになっ

た。大学 はこの 日の到来 を どん なにか待 ち望 んで いた こ

とであろ う。 ここに諸君の卒業 を心か ら祝い、輝 かしい

未来への飛躍を期待 しっつ、歓送 したい。

顧みれば、本学は昭和48年9月 設置 され、第一期生の諸

君は、晩秋11月 とい う異例 な時期 に入学 した。当時大学

には校舎 もなく、偶 々空家 となっていた小 学校の古い木

造の建物 を仮校舎 として、授業が開始 された。旭川の11

月といえば既に寒 さも厳 しく、講義室 にはス トーブを焚

き、窓 には防寒のため にビニール を張 り、酷寒の さ中 に

は、諸君 は外套を羽織ったまま、凍 えた手でノー トにペ

ンを走 らせていた。 しか も開講の時期 が変則で あったの

で、所定の教科 を短期間に完了す るために、 日々早朝か

ら夕おそ くまで講義 は続 け られた。 しかし、教官 も諸君

も共 にこの悪条件 をよく克服 して、所期の 目的 を達 す る

ことがで きた。諸君 は今、当時の光景 を目のあた り思い

浮 かべることがで きるであろ う。翌年春新築の本校舎 に

移 ったが、大学は学年進行 の建設途上 にあったので、逐

次拡充整備 されっつ あったものの、諸君はいつ も建設過

程の雑然 としたLか も騒然 たる環境 の中で、絶 えず不備 、

不便 を余儀 なくされつつ、 勉学に勤 しんで進学 してきた。

しかし諸君 は、第一期生で あるという自覚からフロンティ

ア精神に燃 え、よ く困難 に打克 って、逞 しい学徒 になっ

て、卒業の 日を迎 えることになった。

諸君は医学の専門知識 を学び、進学す るにつ れて、医

学 が如何 に広汎 多岐 に亘 り、深遠 な学問であるかを知っ

た。 そして卒業せん とする今、大学で学び得 たものは、

ほんの基礎的知識 に過 ぎないことを覚 り、医人た らんに

は、卒業後の研修、勉学 こそ如何 に重要であるかを、あ

らためて認識 したことと思 う。 しかも現代 医学は 日々に

進歩発展 し、医療技術 もまた発達 し、開発 されている。

それ故優 れた医人 となるためには、諸君は生涯研修 し、

勉学 を続 けなければならないであろ う。今 日医師の生涯

教育 が強 く要求 されているのは この所以である。

医学は人聞の生命現象を対象 とする学問であることは

申すまでもないが、究極 はその実践 によって社会の人々

の身体 と精神の健康 を保持増進 し、福祉 に寄与貢献する

ことが目的であ り、使命で ある。従 って諸君 は、深 い医

学の専門的知識 と高度に発達 した医術 を体得 して、医療

の実践 によって、社会福祉 に奉仕すべ きであることは勿

論であるが、同時 に対象 はいつも人間であるから、医の
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学長 山 田 守 英

倫理 を弁 え、人 々か ら尊敬、信頼 される人格者で なけれ

ばな らないo

現代医学は、著しく専門分化 し、医療技術 は高度な発

達 を遂 げ、それと自然科学的方法論 の導入 による計量化

が顕著 になって きたのがその特徴である。殊 にコンピュ

ーターの導入 は医学 の進歩 とその精密度 に多大の効果 を

もたら しつつある。 しかし、専門の細分化 と精巧 な医療

技術の発達 は、医学の特性で あるべ き総合を見失 う方向

に走 り、医療 に携 わる医師の関心は病気そのものに集中

し、 それに悩む病人 を疎外す る傾向にあることは否定で

きない。医療の根本理念は、不幸な病人 を病 から救 い、

健康福祉 に導 くことにあるので あって、医療技術は病人

の生命 を危 くす る病因 を排 除す るための手段 なのである。

将来諸君 は医師 と して医療 を実践す るに当たっては、諸

君 と対坐L'て いるのは、病気ではな く病人で あることを

いっも忘 れてはならないと思 う。

16世 紀フランスの偉大な外科医ア ンブロアズ パ レー

は、「われ包帯 し、神これを癒 し給 う。」 とい う極めて謙

虚 な名言 を残 した。

バ レーのこの思想は、既に紀元前400年 医 聖 ヒポ クラ

テスが医術 を施すに当って、常 に自然治癒力を重ん じた

思想 と一致 して いる。 ヒポクラテスは医師 としての誓 の

中で 「凡そ患者 に対す る処置 は、唯患者の必要 と利益 の

ためにのみ し、筍 も危害 を招 くが如 き処置は戒 めて、こ

れを避 くべ きこと。・……・」 と述べている。人間が自然界

における一生命体である限 り、疾病 の治癒あるいは修復

は、 その人間 がもっている生命 力に依 るもので あること

は、世紀は移 り、医学、医術 が如何 に進歩発展 しようと

も、不変の真理であると云えよう。更 に近代 の偉大な医

人 アルベル ト シュワイツアーは、その生涯 を痒痛 の地

アフリカにおける医療救済に捧 げたが、その過程で悟 り

得 たのは、人間の生命への畏敬であった。 これは医の哲

理で あって、遠 くヒポクラテスやバ レーの思想 に通 じて

いる。

諸君は大学卒業後 、やがて自ら選 んだ専門分野で修業

することになるであろ うが、臨床医であろうと、あるい

は医学研究者で あろ うと、対象 が直接 、間接 に人間の生

命現象 にかかわることには、かわりはない。それ故に ど

の分野 を専攻 しようとも、生命への畏敬の哲理 が信条 で

なければな らない。

諸君は今、大学卒業後、生涯専攻すべ き専門分野 を決

(14ペ ー ジ に続 く)



卒 業生 の諸君 へ

小野寺 壮 吉

学 年 担 当 と なって この2年 間 、1期 生諸 君 と公私 に わ

た って接 触 す る機 会 が 多か った 。 こ れ か ら先 は学 年 担 当

の と きの よ うに、学 生 諸君 をか な り深 く観 察 し、学 習 の

到達 度 をは か り、個 別 に話 し合 うよ うなこ とは 暫 くな い

もの と思 わ れ る し、 ま こと に貴重 な経験 を重 ね る こ と が

で きた こと を喜 ば しく思 って い る(ま じめ につ とめると、

大変 時 問 の と られ る仕 事 で 、 そ う度 々は や って い られ な

い)。

開 学 前 の昭 和47年 秋 か ら、…部 の 教 富 と と もに 本学 の

カ リキ ュ ラム設定 に関係 して きた。 その仕 上 げを しな け

れ ば な らな い とい う気持 か ら、1期 生 の最 終段 階の 学 年

担 当 を させ て も ら うこ とに な った。 学 生諸 君 には 、 「命

ぜ られた ので は な く、 志願 して な っ たの だ か ら少 々 うる

さい か も しれ ない。」など とも言 い、大 分煙 た が られ たの

で は あ るま い か。

卒業 生諸 君 は 、1期 生で あ るた め に余計 な苦労 を重 ね

た。 同情 は惜 しま な かっ たっ も りで あ る。5年5か 月で

卒業 の運 び に なっ たの は 、近 年 あ ま り耳 に しない こ とで

あ る が、戦 時 中 に は も っと ひ どい こ と もあ った 。医 学 部

4年 の とこ ろ を3年 で 卒業 した こ と も あっ た し、医 学 専

門部 の ある ク ラス は3年 で 仮 卒 業 した とい う記憶 もあ る。

6年 分 を5年 半で済 ませ る こ とがで きた の も運 命 の い た

ず らで あっ て、 あ る いは幸 運 とい え る もの か も知れ ない。

綜 合的 な力 に差 は な い もの と信 じて い る。 それ に して も、

入学 の 頃 の北 門町 の 仮校 舎 は いか に もひ ど か った。 あ と

で 、雪 の重 み に堪 え かね てっ ぶ れ た と聞 い た が、 わ れ わ

れ の使 用 して い た頃 は そ れ程 の こ と と も考 え なか っ た。

翌 年、 現在 地 に落 ちっ い て か らも 、食 堂 は これ か ら、 図

書館 は仮住 まい 、臨 床 の講 義 が 始 ま って も附 属 病院 は建

築 中 とい う有様 で あ った。 昭 和51年4月 開 院 とい う予 定

で臨 床 カ リキュ ラ ム を組 んだ の で あ る か ら、今 は や りの
"動 機 づ け"も な に もあ

った もので は ない。 臨 床実 習 は、

患者 数300の 状 態 で 始 ま り、 しかも わ が国 最 初 の関 連 教

育病 院 制度 が これ に加 わ っ た。 カ リキ ュラ ムは 学年 進 行

に あ わせ て逐 次実 施 され て きた ので あ るが、 新 しい試 み

に は 、や っ てみ な い と分 らない とこ ろが あ る ものであ る。

実際 に、 本学 の カ リキ ュ ラ ムは 、1期 、2期 生 に実 施 し

て 、 その後 逐 次 手直 しが行 われ て きて い る。1期 生 に と

っ て は試行 の連 続 で あっ て 、 これ も あ る意 味 で は 大 そ う

気 の毒 なこ とで あ った 。教 官 の 疏場 か らい って も 、人 は

揃 わ ない 、実 習設 備 は 整 わ な い、 カ リキ ュ ラ ムは毎 年 の

よ うに 罫直 しされ る とい う有様 で あ る。既 設 の 大学 と は

異 な り、 先 の 見通 しの お ぼ ろで あ っ た こ とは 、1期 生 諸

君 の最 大の 苦労 の種 で あ っ た に違 い な い。教 官 の 方 も、

先 の こ と は なか な か見 当つ け に く く、学 生 に よ く説 明 す

る どこ ろの 話 で は なか っ た。

こ うい った ハ ンデ ィキ ャ ッ プ を背 負 って る こ と につ い

て は 、教 官 も随分 気 をつ か った 。仮 校 舎 以 来 の"仲 間 意

識"と い うもの も あっ て 、1期 生 に は関 心 が深 いの で あ

るが 、 その 結 果 、一 部 の 人 に甘 えが出 て きた よ うに思 わ

れ るの は、 顧 み て残 念 に思 って い る。 世 の 中 に出 る とす

ぐ気付 くこ とで あ るが 、学 生時 代 の よ う には行 か ない 。

お 説教 も ない か わ りに、面 倒 もみ て くれ ないの で ある 。

自分 の周 りだ けで な く、 日本 中 を眺 め て 生 きて い って も

らい た い。

学 年担 当 と して いつ も思 って い た こ とは 、学 生 諸君 に

強 くな って も らい たい とい う こ とで あ る。医 師 は一 般 に

慎 重 で 、 ど ち らか とい えば良 い意 味 で保 守 的 な人 が多い。

先輩 と後 輩 のっ な が り も強 い もので あ る。1期 生 に は先

輩 が い な い。常 に前 途 を きり開 いて 行 か な けれ ば な ら な

い 。 その た め に は 、先ず 、他 の医 学 部 出身 者 に伍 して ひ

け をと ら ない だ けの 学 力 と、 先輩 ・同僚 の助 言 をす な お

に受 け入 れ る謙 虚 さが必 要 で あ る。 い ず れ が乏 しくて も、

医 師 と して の適 性 に欠 け る。

諸君 は、 仮校 舎 以 来 、 大学 の建 設 の進 行 を眺 め なが ら、

将 来 に希 望 を託 して 不便 に堪 えて きた の で あ るが 、第1

期 工事 の 完 成後 間 もな く卒業 して大 学 を去 る こ とに な っ

た 。 しか し、 か な りの数 の 人 は 、引 き続 き母 校 に とど ま

って勉 学 を続 け る こ とに な る もの と思 わ れ る。 諸 君 は 、

旭 川医 科 大 学 の校 風 の下 地 を作 っ て きた 筈で あ る し、同

窓 の リー ダー とな るべ く運 命づ け られ て い る。 大 い に実

力 をの ば して 、活 躍 して も らい た い。

CommencementCeremonylよ 、終 りの式 で な く、社

会 に巣 凱つ 式で あ る。初 心 を忘 れず に大 成 す る こ と を祈

る次 第で あ る。

(第6学 年学 年 拉 当 、内科 学 第 一 講座 教 授)
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クラブ活動 を振 り返って

中、了 潤 一

「6年 間を振 り返 って」 と

の依頼で したが、なにせ入学

以来 「三角大福」 と4人 もめ

ま ぐるしく総理大臣 が変わり、

下宿代 ・授業料 なども4-5

倍 になって しまった今、当時

の事 を思 い出すの は、卒業試

験 と同 じぐらい頭の痛いこと

で した。学問的 なことは、 もう1人 の執筆者の秋 山君 に

お任せす ることとし、私 はクラブその他 のことに触 れて

みたいと思 います。周知の如 く、廊下や体育館に吹 き溜

りので きる北門町の仮校舎 に、我 々ひ弱 な1期 生 が入学

してきたのですが、この ような環境 にもめげず、学生数

と同 じ数 に近い クラブが、で きて しまいました。体育館

のガラスを割 るのが活動の中心 をなしていた野球部。

天井裏に上 がったボール を捜すの に時間 を費 した庭球部。

針金の輪 に雑布 をぶ ら下げただ けのゴールをもっバスケ

ット部。雪 かきのおじさんと張 り合 って真 白になってい

たスキー部。定期的 に例会 を開いていた桟敷文の会の前

身。等 々。唯一の まともな設備 があった卓球部 に1番 人

気があったのは、当然の成 り行 きで した。従 ってその予

算配分 をめ ぐる真剣 な討論 といったら、椅子の数 ばか り

目立っ現在の総会の比で はありません。1日5時 限と、

小学校上級生並みの講義 スケジュールがあったにもかか

わ らず、連 日夜 を徹 しての話 し合 いが、ほぼ全員で続 け

られました。 そうこ うす るうちに、初 めての春 を迎 え、

現在の校舎 に移 り、若々 しい2期 生が入学 してきました。

同時 に、各 クラブともめ きめきと実力をっ け、一時、旭

川体 育医科大学かとささやかれた ものです。中で も昭和

30年代の男の子が多いバ レー部の活躍 は目を見張 るもの

があ り、2回 目の出場 で東医体準優勝 などは、並の新設

大学 がで きることではあ りません。

私 の属 していたテニス部 も、恐 れを知 らない者ばか り

なので、練 習を始めて3か 月 も経 たない うちに、全国学

生王座選手権 などに参加す るよ うになりま したが、なに

せ大学の周囲 は文字通 りの荒野で、10km離 れた近文市民

コー トしか練習す る場所はあ りませんで した。 日の短い

旭川ですか ら、到着 した ら日没、 とい うことが多々あり

ましたが、それにもめげず、近 くのポ ンムとい う喫茶店

の励ま しもあ り、真暗闇の中、雪の降る中練 習を続 けた

ものです。その成果 が、ボールが見 えなくなった夕暮時

や、雨や風の日の試合 に信 じられ ないような力を発揮 す

る旭川医大と評判 になりました。(ご く内輪で、ですが。)

現在でこそ、野球場、サ ッカー ラグビー場 、体 育館 、

テニスコー トと、一応の設備 は整 ってお りますが、使用

す る人数 も雪 だるま式 に増加 し、練習場 の確保で、各 キ
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ヤ プテ ンが頭 を痛 め な けれ ば い けな いの は 、今 も昔 も変

わ ら ない よ うで す。 確 か に現 在 は どの ク ラブ も人数 が揃

い、 実 力 も以 前 の比 で は あ りませ ん が、昔 の よ うな勢 い

に欠 ける よ うな気 がす るの は、現 役 を去 っ た ものの 杞 憂

で しょ うか・……・。

文化 系 の ク ラブで は 、積 極 的 に各 町村 で ブ イー ル ドワ

ー ク を行 な い なが ら、 医療 問題 と取 り組 ん で い た医 療研

究 会 。桟 敷 文 の会 も、結 成 して間 も ない うちか ら、 同 人

誌 を次 々 と発 行 し、 我 々 を驚 かせ た もので す 。

た だ 、当初 よ り文 の 会の理 論 的 な柱 と なっ て活躍 して

い た村 上 君 が 、遠 く沖 縄 の海で亡 くなられたこ とは、 残 念

と しか言 い よ うが あ りませ ん。 また 、 ボデ ィ ビル部 で ひ

た す ら訓練 を重 ね て い た星 君 、マ イ ク ロ コ ンピ ュー ター

に興 味 を持 っ て いた茜 谷 君 が 、重 い病 気で亡 くな り、共 に

卒業 式 を迎 え られ ませ んで した。改 めて 、 お悔 み 申 し上

げ ます 。・…・…

以 上 拙 な い文 で した が、昔 の様 子 を知 っ て いた だ け れ

ば、 幸 い と思 い ます。 この よ うに 、先輩 も な く何 も知 ら

な い1期 生 が作 っ た基 盤 は、 後輩 の 皆 さん が、 どん どん

打 ち壊 して い って 、 よ りす ば ら しい もの とす るよ う期 待

して お ります 。

最後 に、 私 が 中途 で止 め ざ るを得 なか っ たもの と して、

旭 川 医 大の 校旗 、 シ ンボ ルマ ー ク作 製 が あ り ます。6年

間経 っ て、 未 だ その 完成 を見 な い とい うこ とは 、寂 しい

こ とです 。 で きるだ け早 く、 シンボ ル マー クが で き るよ

うお願 い します。

(第6学 年 学 生)

思 い 出 す ま ま に
秋 山 建 児

先 日、 ふ となつ か し くな っ

て 、北 門 町 にあ る旧校 舎(昭

和48年 に入 学 して 、1年 生 と

して 半年 近 くをす ご した校舎)

をた ず ねた とこ ろ、跡 形 も な

くなって い るの に驚 い た。 聞

けば、 ぼ くた ちが 出 た あ と に

幼稚 園 の校 舎 と して使 用 して

いた が 、雪 の重 みで屋 根 が潰 れ て しまい、 危 険 なの で 、

と りこ わ して しまっ た のだ とい う。何 か心 さび しい思 い

が した。 た しか に粗末 な古 い校 舎 で は あ った け れ ど も、

ぼ くた ちの心 の原点 とで もい える よ うな、 愛着 を感 じ さ

せ る校 舎 で あ っ た。

6年 前 国立3期 とい う変則 的 入 試 が 、10月 に お こな わ

れ 、11月 開校 と い うあ わた だ しさの 中で 旭川 医 大 の第 一

歩 が始 まっ た。 初 め て知 る旭 川 の 冬 の寒 さの 中、 す きま

風 の は い る教 室 で 、寒 さ にふ る え なが らオ ーバ ー を着 て

授 業 を聴 い て いた こ と を思 い出 す 。入 学 当時 は まだ何 も

わ か らず 、生 まれつ いて の ス ロー ス ター ターで 、新 しい

細
讃
～灘

聡

幅嚢
璽
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環境 へ の適 応 力に 欠 け るぼ くは、難 しい授 業 につ い て い

くの がや っ とで 、 と ま ど うこ とが 多か った が、 あた か も

堰 を切 った水 が 勢 い よ く流 れて ゆ くかの よ うに、 クラ ブ

活動 や、学 生 会 の設 ・γなど に 自iこ的 に と り くん で い く友

人 た ち をみ て、 自分 は本 当 にみ ん な につ い て い け るので

あ ろ うか と、内心 お おい に 不安 を抱 いた も ので あ っ た。

あ れか ら6年 が過 ぎて も う卒 業 の年 を迎 え よ う と して

い る。 い ろん な事 が あっ た。 楽 しい こ とも 、哀 しい こ と

も、 にが い失 敗 も数 限 りな くあ る。 それ らの一つ一つ は、

あ るい は私 自身の 歴 史の頁 の 中 に そ っ と しまっ て お けば

い い こと なの か も しれ な い。 しか し多 くの 人 との 出 会 い

の な かで 、 さ さえ られ励 ま され る こ との 多 かっ た 自分 を

ふ りかえ って み るの もま た意義 の あ るこ とで あ ろ う。

2年 生 の 後'トか ら始 ま った 解剖 学 実習 に よっ て 、解 剖

学 と教 育 熱 心 な先 生 方 に心 ひか れた ぼ くは、 いっ の ま に

か解 剖学 第1溝 座 に翫人 り させて いた だ くよ うになった。

特 に何 か を研究 す る とい うこと は なか っ た が、3回 生 の

解 剖学 実 習 の と き、 再 び い っ しょ に御遺 体 を解 剖 させ て

いた だ けた こと を深 く感 謝 して い る。 また 若 く して逝 か

れた 兼重達 男 先生 の誠 実 な人柄 に、 そ して 冬 の寒 い さな

か に後 輩 の実 習の た め に旭 川 に こ られて指 導 された 浦 良

治 先生 の か ざら ない 人柄 に接 し、深 く感 銘 を うけた こ と

を覚 えて い る、,そ してぼ くた ちの解 剖 学 実 習 が、 献体 さ

れ た 方 々の 尊い御遺 志 や 、 白菊 会 の熱 心 な活 動 、 また仲

西 先生 を始 め とす るス タ ッフの 方 々 の献 身的 な努 力 に よ

って 支え られ てい る こ と を知 り、 あ らた め て深 く感謝 せ

ず に はい られ なか っ た。

や がて臨 床 の 講義 が始 まる よ うに な った頃 、免疫 学 に

興味 を もっ よ うに な り、授 業 が終 わ った あ ととか 、休 み

など を利用 して 、病 理 学 第2講 座 に出 入 り きせ て い た だ

くよ うに な った。 正 直 な話 、講座 で 研 究 されて い るテ ー

マ は難 し くて ぽ くの理 解 力 をは る か に超 え て お り、実 験

を}三伝 うと い うよ りは 、失 敗 して足 をひ っ ぱ る とい う方

が 多かっ た けれ ど 、温 か く指 導 して いた だ い た こ とを深

く感 謝 して い る。 実験 動 物 の か わ い いマ ウ スた ち と友 だ

ちに なれ たの も楽 しい思 い出 で あ る。 先生 方 の毎 日 を見

て い ると 、研究 とい うもの が決 して はな や か なも ので な

く、 日々の地 道 な実験 の積 み重 ねで あ るとっ よ く感 じた

もの で あ った、,

また 第1回 と第2同 の 大学 祭 にお い て 多 くの友 人 と協

力 して医 学 展 を ひ ら くこ とが で きた 。学 生 の段 階 で ど こ

まで 医学 を語 り得 るか と い う大 きな不安 は あっ た が、 さ

い わい な こ とに 多 くの先 生 方 の御 指 導 を えて 、市 民 の 人

た ち と広 く触 れ る機 会 が もて た こ とは貴 重 な経 験 で あ っ

た。

こ う して6年 をふ りか え って み る と き、学 業 半 ば に し

て 、 あ ま りに も早 く逝 っ て しまっ た星 君 、村L君 、茜 谷

君の こ とが思 い 出 され る。3人 ともみ な そ れぞ れ に 、何

か を いっ し 仁うけ んめ い に やろ うと して い た学 友 で あ っ

た。 生 と死 が、 これ か ら何 度 も直 面 して い かね ば な らな

い現 実 で あ る こ とは頭 の 中で わ か って い て も 、 きの うま
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で 机 を並 べ て いた 学 友 が、 今 日は その姿 を 見 る こと がで

きな い こ とは 、 言葉で は表現 す る こ とので き ない深 い哀

しみで あ る。 心 か ら御 冥 福 を祈 りた い 。

卒業 した と い って も 、未 熟 な点 が数 多 くあ る こと は、

自分 が一 番 よ く知 っ て い る。一 人 前 にな る には数 多 くの

経 験 や 失 敗 をつ み か さねて い くの だ と思 う。1期 生 と し

て 、 大学 や社 会 に貢 献 で き るよ うに なる には 、 まだ 多 く

の時 間 が か か るの だ ろ うが、 あせ らず に や って い きた い

と思 って い る。

(第6学 年 学 生)

6年 間 の 思 い 出

安 江 悠1一

して い け るの か しら一 、 と心細 く思 った 日は遠 く

は北国 の 生活 に どっ ぷ りと慣 れ親 しん で い る 自分 に気 付

いた り して い ます 。 ここ まで 来 るの にず い分 と色 々 な 人

にお世 話 にな りま した 。幸 い周 囲 に いい 人 に恵 まれ 、 お

っ ち ょこ ち ょいの 私 が ケ ガ もせ ず に、 大 きな壁 にもぶ っ

か らず 来 られ た こ と、 多 くの 人 にお礼 を申 し⊥ げた い心

境 で す。 それ に加 えて北 国 の 四季 そ れぞ れの 風 景 は何 に

も増 して忘 れ難 い事 々 で す。 水 芭焦 の 群落 、 カ タ ク リの

花 の大 群 落 、6月 の ライ ラ ッ ク、大 雪 や 十勝 で の高 山 植

物 の数 々、北 海 道 の 人 に と って当た り前の風景 なので しょ

うが私 な ど にはす べ て が新 鮮 な驚 きで した。 クマ の 肉 の

お刺身 を食 べ た事 な ど全 く自慢 に思 って い る位 で す か ら

一 。(こん な風で す と、 あ ま りに も観 光 的 で 、 ミー ハ ー 人

間 な る事 を暴露 して い るので し ょ うか一 一。)

そ して現 実 に戻 って 見 る時 、 とに か く私達 女 性 は そ の

数 が あ ま り にも少 い 為 か 、 こ ち らのPR不 足 の 為 か 、 色

々 とそ の存 在 を無 視 され 、 お かげで(?)強 くた く ま し く

な った よ うな気 が して い ます 。 逆 に云 えば何 だ かオ ロ オ

ロして い る中 で 、色 々 な先 生 方 に相 談 して い る うち に、

本 当 に頼 れ る先 生 に巡 りあ えた 事 が 、 この6年 間 で 一 番

の 収穫 だ った と思 え るので す が、 た だ、 私達 が一 期 生 と

して後 に続 く女 子 学 生 の 方の 為 に とい う自覚 を持 って 、

道 を開 いて きた と云 え る事 が何 か あ っ たか し らと考 え る

と、 た だ反 省 を残 す の み です 。 あま りに も、 そ,うい う意

味 で は 余裕 の な い、 と にか くす べ て が最 初 とい う事 で追

われ るこ とば か りの 日々 で あ った とい う事 も良 き につ け

悪 し きにつ けふ り返 ら ざる を得 ませ ん。 そ して 、 その 挙

句 に到達 した 事 と云 えば 、何 か あれ ば積極 的 に 多 くの 先

生 方 の 門戸 を叩 いて み れ ば 一 、とい う事 で す。そん な当 た

あっ と い う間 の6年 間 と云

って しま うこ とはで き ない 年

月で した。 何 しろ 「番 茶 も出

花」 が お肌 も曲 ろ うか とい う

年 に なっ たの です か ら一 ・…。

旭 川 に住 み 始 め て1か 月 も た

た ない うち に、雪 が降 り始 め 、

寒 く なって くる し、 本 当 に暮

、 今で



り前 の 事 が 、案 外弱 気 な私 に とって は 、 一一大 決心 の よ う

に 大変 な事 で した が 、や は り叩 いて み て よ か った と思 え

る事 の 方 が 多かっ た よ うで す 。

ただ1つ 、 これ は私達 女 生徒 が、 本 当 に「痛 み」と して

泣 いた事 。 うわ さで す 。 それ が根 も葉 も あ った と して も

な か った と して も、 あ ま りに も狭 い閉鎖 社 会 の 中で(特

に最 初 の頃)尾 ひ れ がつ けて流 され た情 報 は 陰 さん その

もの で あ った と思 い ます 。 長ず る にっ れ顔 の皮 もす っ か

り厚 くな り平 気 に も な り ま した が、 や は り痛 か っ た し、

今 で も痛 く残 っ て い ます 。 お 互 いが 手 さ ぐ りで 色 々 と出

した 手 がた また ま傷 っ い た か ら と云 って 、 許 さな い なん

てzっ て は い られ ませ ん が 、傷 をい たわ る優 し さがほ し

か った と い うの は あ ま りに も わが ま まな ので し ょ うか。

泣 い て笑 った6年 間 。 大学 で は 、過 保 護 に育 て られ た

の か も・…。 で もその お か げでrichな 教 え を受 けた と誇 れ

も します し、逆 に 目先 の事 にふ り回 されす ぎた と も云 え

ます 。 で もそ のす べ て をacceptし て 、や っ ぱ り、い い学

生生 活 を送 れ る事 がで きた と思 い ます。 本 当 に色 々 と お

世 話 に なっ た方 々に 、心 よ りの お礼の 言 葉 を そ えて 、結

び と した い と思 い ます 。 本 当 に ど うも長 い間 お世話 に な

りま した」 と。

(第6学 年 女f-'f生 代 表/
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昭 和45年

7月10日 第3期 北海道総合開発計画 が閣議で決定 され

た。(道北 、道東 に国立医科大学設置が折 り込

まれた。)

昭 和46年

6月28日

8月20日

9月1日

10月2日

10月19日

国立医大誘致旭川市民会議 による 「国立医大

誘致 を熱望す る市民 の集い」 が開催 され、席

r、 旭川 大学設立期成会 に対 し、 これまで に

集め られた署名14万 余名の署名簿及び157団

体 か らの道知事宛の要請書が提出 された。

道 知事 は、北海道 に誘致する国 軌医科大学の

誘致場所 を旭川市 に決定 した。

「旭川大学設立期成会」 を 「国立医科大学旭

川誘致期成会」 に名称変更 した。

全国 自治体病院協議会北海道地方会議 におい

て、国立医科 大学の旭川市設置実現促進 を決

議 した。

文部大臣の諮 問機関である医科大学(医 学 部)

設置調査会(座 長、黒川利雄財団法人癌研究

会附属病院長)は 、医科大学(医 学部)新 設

について、大要次のとおり考え方をまとめた。

11月17日

12月7日

1.道 県 に医 科 大学 の ない と こ ろ を重 点 とす

る。 ただ し北 海 道 は広 域 で あ るので 別 と

す る。

2.地 域 医 療 に貢 献 度 の高 い とこ ろ とす る。

3.医 療 過疎 を解 消 す るため に必要 な とこ ろ

とす る。

4.2つ 以 ⊥ の大 学 が応 援 す ると こ ろで あ る

こ と。

国 立 医科 大 学北 海道 誘 致 期 成 会 及 び国 立医 科

大学 旭 川 誘 致期 成 会 が 、次 の 内容 につ い て、

文 部 省 か ら事情 を聴 取 され た 。

1.北 海 道 大学 との連 携 の 問題

2.建 設 予定 候 補地 の内 容 とニ ュー タウ ンの

造 成 内 容

3.基 盤 整備(道 路 、 上 ・ ド水 道 、電 気等)

4.住 宅 問題

5.看 護婦 対 策

6.公 的 医療 機 関 の概 要

7.仮 校舎

8。 解剖 用遺体 確 保 の 見通 し

9.医 療圏

10.教 授 ス タ ッフの 問 題

医 科 大学(医 学 部)設 置調 査 会 が 、 「医 師 養

成 の拡 充 につ い て」 と題 す る報 告 を文 部 大臣

`



に行 い、 「医 師養 成の拡 充は国家的急務で あ

る」 旨を述べ る。

昭 和47年

1月11日

5月1日

5月12日

5月15日

5月31日

6月22日

6月26日

6月26日

7月1日

7月26日

昭和47年 度 予算の復活折衝後 、文部大臣が大

蔵 省で記者会見 し、北海道、山形、愛媛 の3

校 に創設準備費 が盛 られた旨、発表 した。

文部 事務次官 から北海道大学長宛 に、 「旭 川

市に国立医科大学 を創設す るため準備事務 の

委嘱」 があり、北海道大学 が国立医科大学 の

創設準備 にあたることになった。

北海道大学 に、旭川医科大学設置 に関す る重

要事項 を審議するため、 「旭 川医 科大学設置

準備委員会」を設置 した。

同 日、学長予定者 として北海道 大学名誉教授

山田守英氏、医学進学課程責任者予定者 とし

て北海道大学助教授(文 学部)笹 森秀雄氏 を

文部省に推薦す ることに決 めた。

医科大学(医 学部)の 関連教育病院の基本問

題 に関す る調査研究 を行 うため、文部省 に 「

関連教育病院調査研究会」(座 長、懸 田克 躬

順 天堂大学長)が 設置 され、第1回 会合 が開

催 された。

文部省大学設置P会 大学設置分科会におい

て、大 学附 属病 院の必要 病床 数の うち、600

床 を超 える部分 については、学生の教育 に十

分使用可能な関連教育病院の病床数 をもって

充てることがで きるよ うになった。

旭川、山形及び愛媛の各医科大学(医 学部)

の設置 に必要な施設設備等、創設準備段 階に

おける具体的な諸問題 を協議す るため、文部

省に 「医科大学(医 学部)設 置準備会」 が置

かれた。

旭川医科大学附属病院長予定者 として、福 島

県立医科 大学教授黒田一秀氏 を文部省 に推薦

することに決めた。

北海道大学で 「医科大学(旭 川〉創設準備室

設置 に関する臨時措置規程」 が制定 された。

北海道大学 に 「旭川医科大学創設準備室」 が

設置 された。

準備室長(学 長予定者)山 田守英

準備室勤務(進学課程責任者予定者)笹森秀雄

準備室事務長 山本義和

準備室庶務掛長 竹島誉俊

準備室庶務掛(文 部省併任)寺 山穣

なお道職員3名 、旭川市職員2名 が準備室 出

向 を命 じられた。

旭川医科大学系統解剖用遺体確保のための打

ち合わせ が、北海道大学及 び札幌医科大学の

7月27月

8月17日

8月29日

10月4日

10月13日

11月24日

11月25日

関係者 を集めて行 われた。

「関連教育病院調査研究会」 が文部 大臣に中

間報告 を行 った。

旭川、稚内、留萌、芦別、紋別、士別 、名寄

深川、富良野9市 長で構成す る道北 市長会 が

留萌市において開催 され、席上、山田準備室

長 から系統解剖用遺体の確保 について協 力要

請 が行われた。

旭川医科大学の施設、設備 の整備充実に協 力

するため 「財団法人国立旭川 医科大学設置協

力会」の設立総会が行 われた。

「財団法人国立旭川医科大学設置協 力会」(会

長 広瀬経一北海道商工会議所連合会会頭)

の設立 が認可 され、これ以後 、医科大学開校

のため に必要 な、図書 、機械 、器具、関連教

育病院整備 、仮校舎整備等15億 円を超 える整

備作業 が進 め られた。

文部省大学設置審議会に対 し、 「旭 川 医科k

学設置 に係 る予備審査書類」 を提 出 した。

旭川医科大学仮校舎 として北海道教育大学教

育学部附属旭川小学校 旧校舎(旭 川市北門町

9丁 目)を 使用す ることにつ き北海道教育k

学長から承認 を受 けた。

文部 省大学設置審議会の予備審査現地調査 が

行 われた。

昭 和48年

1月22日

2月9日

2月10日

2月12日

2月21日

3月1日

3月16日

3月29日

4月1日

4月9日

文部省大学設置審議会 に対 し、「旭川 医科 大

学設置に係 る本審査 書類(旭 川医科大学設置

計画書)」 を提 出 した。

国立学校設置法等 の一部 を改正す る法律案 が

閣議決定 された。

旭川医科大学仮校舎 として使 用す る北海道教

育大学教育学部附属旭川小学校 旧校舎の改修

工事 が終 わ り、校舎の引 き渡 しを受 けた。

昭和48年 度旭川医科 大学入学者試験問題の印

刷 を発注 した。

文部省大学設置審議会の本審査現地調査 が行

われた。

「関連 教育 病院調査研究会」 が文部 大臣 に対

して第1次 報告 を行 った。

文部 省大学設置審議会が、文部大臣に対 し、

旭川医科大学、山形大学 医学部、愛媛大学医

学部の昭和48年 度設置認 可の答申 を行った。

国立学校設置法等 の一部 を改正す る法律案 が

国会 に提出 された。

旭川医科大学創設準備室が、北海道大学 から

旭川医科 大学仮校舎 に移転 した。

道立旭川高等看護学院 が開校 した。

7



4月11日 昭和48年 度予算 が成立 した。

5月7日 旭川医科 大学新営 工事起工式が、建設予定地

で ある旭 川市神楽町神楽岡3番 地11に おいて

挙行 された。

9月25日

9月29日

国立学校設置法の一部 を改正す る法律(昭 和

48年 法律第103号)が 成 、ヒした。

旭川医科大学が開学 した。

開学当初 のスタッフは次の とお りであ る。

学長 山田守英

学生部長事務取扱(併 任)教 授 黒田一秀

附属図書館長事務取扱(併 任)教授小野寺壮 吉

事務局長 前田清一

その他教官29名 、事務系職 員27名 、計60人

9月29日

9月29日

9月29日

旭 川医 科 大 挙学 則 を制定 した。

「国 立大 学 の学 科 及 び課程 並 び に講 座 及 び 学

科 目に関 す る省令 の..一部 を改 正 す る省令(昭

和48年 文 部 省 令第20号)」 の 公 布 、施 行 に よ

り旭川 医 科 大学 に次 の 講座 ・学科 目 が開 設 さ

れ た。

(講 座)解 剖学 第 一 、 生理 学 第 一、生 化 学 、

病理 学 第 一 、細 菌 学 、 内科 学 第 ・、外 科 学 第

一・
、泌 尿 器科 学(8講 座)

(学 科 目)哲 学 、 歴 史 、心 理 学 、社 会学 、物

理 学 、化学 、生 物 学 、英 語 、 ドイツ語(9学

科 目)

市立 旭 川病 院 の一 部 を、旭 川 医科 大学 暫定 施

設(講 座 の研 究 室)と して使 用 す る こ と と な

っ た。

写

10月1日

10月17p

10月21日

S

to月22日

10月29日

11月5日

入学 願 書受 け付 け を開 始 した。 ト10月9目)

第1回 教 授 会 が 開催 され た。

昭 和48年 度 入学 者選 抜 試験 を 、旭川1_高 等

専門 学校 、北 海道 旭 川 東 高等 学校 、北 海道 旭

川西 高 等学 校 を会場 に実施 した。(定 員100名

に対 し志 願 者は1,620名 で あ った 。)

昭 和48年 度 入学 者 選 抜 試験 合格 者101名 を発

表 した 。

第1回 入学 式 を仮 校 舎講 堂 にお い て挙 行した。

人 学 者100名(道 内 出 身 者46名 、道 外 出身 者

54名)

欝 幾 響 懸 繋

11月5日 旭川医科大学学友会が成立 した。

11月6日 授業が開始 された。

11月20日

11月23日

12月6日

12月13日

12月21日

黙 一ド
轟ご

「旭 川 医 科 大 学 開学 記 念 祝 典」 が、 ニ ュー 北

海 ホ テ ル にお いて 挙行 され た 。

「旭 川 医 科 大 学 の 開学 を祝 う市民 の 集 い」 が

道 北 経 済 セ ンター に お いて 開催 され た。

北 海 道 白菊 会 員23名 が 、旭 川 医科 大学 に献 体

名簿 を提 出 した。

匡泣 大 学 協 会第53回 総 会 にお い て 、旭 川医 科

大学 の 国 立 大学 協 会 入 会が 認 め られ た。

第1学 年 ティーハー ティーを仮 校 舎合 同 講義 室

にお いて 実施 した 。

昭 和49年

2月12日 第1回 旭 川医 科 大}-nX話 会 が開1崔 され た。

2月28日 旭川 医 科 大学 と旭川llfと の間 で 、rl泣 旭 川 病



3月20日

3月23日

S

3月24日

3月30日

4月1日

4月20日

5月9日

5月13日

院を旭川医科大学暫定施設 と して使用す るこ

と、及び市立旭川病院 が、旭川医科大学の臨

床医学教育 に協力すること(い わゆる関連教

育病院)の 協定書を締結 した。

講義実習棟(SR46,689㎡)及 び中央研究棟

(R31,461㎡)が 竣工 した。

昭和49年 度入学者選抜試験 を、旭川工業高等

専門学校及 び北海道旭川東高等学校 を会場 に

実施 した。(定員100名 に対 し志願 者 は1,383

名で あった。)

昭和49年 度入学者選抜試験合格者101名 を発

表 した。

「国立 大学の学 科 及び課程並 びに講座及び学

科目に関する省令の一部 を改正する省令(昭

和49年 文部省令第7号)」 の公布、施 行 によ

り、次の講座、学科 目が増設 された。

(講座)解 剖学第二、生理学第二、薬理学、

病理学第二 、内科学第二、小児科学 、産婦 人

科学

(学科 目)数 学

第2回 入学式 を仮校舎講堂において挙行した。

入学者101名(道 内 出身者75名 、道外出身者

26名)

校舎の.一一部完成 に伴 い、仮校舎か ら、新校 舎

(旭川市神楽町神楽岡3番 地11)に 移転 した。

また、暫定施設からも一・部新校舎へ移転 した。

新校舎で授業 を開始 した。

蜘騨鷺
厨

益
灘

帥

讐
備

瀞

漕
簿

.

『
ス

争
愛

眠
鮎

潔
魎

犠

己

ー
～

β転
竈

ψ

6月7日

7月6日

S

7月8日

目 に40名 が参 加 した。(男 子 の 部 参加30校 中

23位 、 女子23校 中14位)

舗
評

ま

ぜ凱

矯欝

霧
…難

繕
麹

8月8日

8月22日

8月31日

9月1日

10月i6日

11月1日

地 域 関係 者 を集 め て、 新校 舎 披 露 パ ー テ ィー

を催 した。

昭 和49年 度学 生 団体 は次 の と お りで あ る。

体育系団体 文化系団体 計

団 体 数 20 5 25

加入学生数 258 54 312

「国立 学校 設置法施行規則の一部を改正す る

省令(昭 和49年 文部省令第21号)の 公布、施

行により、旭川医科大学に、学長 を補佐す る

ため副学長2名(教 育研究及び厚生補導担当、

医療担当)及 び大学の運営 に関 し学 外有識 者

の意見 を求 めるため参与若干 名が置 かれるこ

ととなった。 また、学生部が廃止 され、事務

局が学生の厚生補導 に関す る事務 を併せて処

理することになった。

第21回 北海道地区大学体育大会が、室蘭エ業

大学 を当番校 として開催 され、陸上競技(男
・女)、準硬式野球、バ レーボール、卓球の各種

巴㌃

体育館(S11,082㎡)及 び福利厚生施設 〔

R21,848㎡)が 竣工 した。

学生及び職員に対 して、学生の厚生補導 に関

す る諸問題及び大学の方針等 を周知 させ、相

互理解 に資す るため、広報誌 「かぐらおか」

第1号 を発行 した。

教育研究及 び厚生補導担当の副学長に下田晶

久氏(病 理学第n座 教授)、 医療 担 当副学

長 に黒田一秀氏(泌 尿器科学講座教授)が 発

令 された。

附属図 書館長 に小野寺壮 吉氏(内 科学第uP}

座教授)が 発令 された。

昭 和50年

1月18日 第1学 年 の スキ ー授 業 が伊 の沢 スキ ーfに お

い て行 わ れた 。(第2学 年 の スキ ー授 業 は、

2月22日 か ら開始 され た 。)

2月10日

S

3月15日

瓢
・メ さ

懸

鴨

繭
学 生 、教 職 員 を対 象 と した 全学 スポ ー ツ大 会

が開 催 され たD実 施 種 目は 、卓 球 、 バ ス ケ ッ

トボー ル 、 バ ド ミン トン、 バ レーボ ー ルで あ

(フ



2月20日

3月6日

3月23日

S

3月24日

3月29日

4月1日

4月1日

4月16日

4月18日

6月2日

6月28日

7月12日

7月12日

S

7月14日

7月20日

S

7月31日

った。

参与 として次の5名 が発令 された。

黒川利雄(財 団法人癌研究会附属病院名誉院

長)丹 羽貴知蔵(北 海道大学長)

日野原重 明(聖 路加看護大学長)

広瀬経一(財 団法人国立旭川医科大学設置協

力会会長)

盛永要(旭 川商工会議所会頭)

第1学 年、第2学 年学生 を対象 に課外教育(

スキー遠足 〉が、十勝岳 スキーtに おいて実

施 された。

昭和50年 度入学者選抜試験 を、旭川医科大学

及び北海道旭川東高等学校 を会場 に実施した。

(定員100名 に対 し、志願者は1,476名 で あ っ

た。)

昭和50年 度 入学者選抜試験 合格者100名 を発

表 した。
「国 立大 学の学 科及び課程並びに講座 及び学

科 目に関する省令等の 一部 を改正する省令(昭

和50年 文部省令第16号)」の施行 により、次の

講座 が増設 された。

衛生学、公衆衛生学、寄生虫学 、法医学 、外

科学第二、整形外科学 、眼科学

「国 立学 校 設置法施行規則等の一部 を改正す

る省令(昭 和50年 文部省令第8号)」 の公布、

施行 により、旭川医科大学に附属病院創設準

備室 が設置 された。また、附属図書館事務室

が廃止 され、事務局が附属図書館事務を併せ

て処理す ることになった。 これにより、大学

の事務は事務局 に一・元 化 された。

学 年担 当制度 が発足 した。

第3回 入学式 を体育館 において挙行 した。入

学 者100名(道 内 出身者76名 、道外出身者24

名)

昭和50年 度学生団体 は次の とお りである。

体育系団体 文化系団体 計

団 体 数 21 11 32

加入学生数 313 129 442

本 部 管理 棟(R2、1,281㎡)が 竣工 した。

白菊 会旭 川医 科 大 学 支部 が発足 した 。

第221u1北 海 道 地 区 大学 体 育 大 会 が、北 海 道 大

学 を当 番校 と して 開催 され、陸 上 競技 、準 硬

式 野 球 、 バ ス ケ ッ トボ ー ル、 バ レーボ ー ル、

サ ッカー 、卓 球 、 バ ドミ ン トン、剣道 、 弓道

の各 種 目 に84名 が参加 した。(男 子の 部参 加

24校 中9位 、準 硬 式野 球2回 戦 進 出 、 バ レー

ボ ー ル準 々決 勝 進 出)

第18回 東 日本医 科 学 生総 合体 育 大 会夏 季 大会

が、信 州 大学 医 学 部 を主 管 校 と して開催 され、

陸 土競 技 、 準硬 式 野球 、硬 式庭 球 、バ スケ ッ

トオミー ル 、 ノくレ ー7ド ー ル 、卓 珂気 剣1辻1、 弓 道 、

バ ド ミン ト ン 〔男 ・女)の 各 種 目 に104名 が

参 加 した0(32校 中27位 、PI盤 投 新 ケ1[⊥E

4位 、 バ ド ミ ン ト ン(女 子)5位)

7月30日

8月8日

9月4日

9月24日

S

9月28日

罪㌔ ㌦

弓

譲
ド恥 繍

、

灘 、

鞠 懲

基礎 臨 床研 究 棟(SR8、9,890㎡)が 竣1二

し、 市 凱旭川 病 院内 の 暫定 施 設 か らの 移転 が

終 ∫ した、

旭 川医 科 大学 学 生 の臣111床医 学 教 育 を 市bk旭 川

病院 で 行 うこ とに関 す る事項 を審議 す るため、

「旭 川 医 科 大学 関連 教 台 病院 運 営 協FI義会」 が

発足 した.、

R・1研 究 施 設 〔R2、939㎡)及 び動物 実

験 施 設 〔R3、1,172㎡)が 竣1:し た.,

「創 設 か ら創 造 へ」 を テー マ に第1回 医 大祭

が行 われ た、,〔 大学 祭 実 行 委員 会 委1,ilz磯

辺雄 二)

io月12日

S

3月31日

第18回 東 日本医 科学 生 総 合体 育 大 会 冬 季大会

が 、北 海道 大学1矢学 部 をL管 校 と して開催 さ

れ 、 ス キー(男f…)に12名 が 参加 した。
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11月7日 昭和50年 度解剖体追悼法要 が、東本願寺旭川

別院において挙行 された。

昭 和51年

2月12日

S

2月28日

2月14日

3月23日

S

3月24日

3月25日

第2回 全学スポーツ大会 が、バ レーボール、

バ スケ ットボール、バ ドミン トン、卓球の各

種 目にわた り開催 された。

第1学 年学生 を対象と して、キ トウシスキー

場でスキー遠足 を実施 した。

昭和51年 度入学者選抜試験 を、旭川医科大学

及び北海道旭川東高等学校 を会場 に実施した。

(定員100名 に対し志願者は3,088名であった。)

納骨堂(旭 川市近文6線1号 近文墓地)及 び

陸上競技場(14,442㎡ 、400mト ラック、サ ッ

カー場、 ラグビー場各1面)が 竣工 した。

昭和51年 度入学者選抜試験合格者100名 を発

表 した。

「国立 大学の学 科及び課程並びに講座及び学

科 目に関 する省令の一部 を改正 する省令(昭

和51年 文部省令第13号)」 の公布 ・施 行 によ

り、次の講座が増設 された。

内科学第三、精神医学、皮膚科学、耳鼻咽喉

科学、放射線医学

第4回 入学式を体育館において挙行 した。入

学者100名(道 内出身者65名 、道外出身者35

名)

昭和51年 度学生団体は次の とお りである。

6月15日 納骨 堂入魂式 を挙行 した。

3月31日

4月1日

4月16日

4月30日

5月10日

5月28日

体育系団体 文化系団体 計
団 体 数 22 19 41

加入学生数 368 248 616

「国 立学校 設置法施 行規則 の一部 を改正す る

省令(昭 和51年 文部 省令第18号)」 の公布 、施

行 によ り、医学部附属病院が設置 され、附属

病院創設準備室は廃止 された。

附属病院の組織は次 のとお りで ある。

診療科 第一内科 、第二内科、精神科神経科 、

小児科、第一外科 、第二 外科、整形

外科、皮膚科、泌尿器科 、眼科 、耳

鼻咽喉科 、産科婦人科、放射線科 、

麻酔科、歯科口腔外科(15診 療科)

検査部

手術部

放射線部

材料部

薬剤部

看護部

病床数320床(予 算病床)

臨床講義棟(R1、1,444㎡)及 び中央機械

室増築分(R2、390㎡)が 竣工 した。

6月17日

S

6月20日

7月10日

S

7月12日

7月20日

S

7月31B

8月2日

S

10月11日

8月7日

9月10日

9月22日

9月22日

9月25日

r
ド

濯
/

蓼

「躍 動 一 解 き放 て、 若 き力 を!」 を テ ーマ に

第2回 医大 祭 が行 わ れた。(大 学 祭実 行 委 員

会 委 員長 中村 克 己)

第23回 北 海 道地 区大 学体 育 大 会 が 、帯 広 畜 産

大 学 を当番校 と して 開催 され、 陸上 競 技(男 、

女)、 準硬 式 野球 、バ ス ケ ッ トボ ー ル、 バ レー

ボー ル 、サ ッカ ー、 卓球 て男 ・女)、 バ ドミ ン

トン、剣 道 、 弓道 の各 種 目 に104名 が参加 し

た。(男 子 の部 参加30校 中10位 、 円盤 投 新 ケ

江 正4位 、 バ レーボ ー ル優 勝 、サ ッカ ー3回

戦 進 出)

第19回 東 日本 医 科学 生 総 合体 育 大 会 夏季 大 会

が、慶 磨 義塾 大 学 医学 部 を主 管 校 と して開 催

され、 陸 上競 技 、準 硬 式 野球 、硬 式庭 球(男 ・

女)、 サ ッカ ー、 バ ス ケ ッ トボ ー ル 、 バ レー

ボ ー ル、 卓球(男 ・女)、 柔 道 、 剣 道 、空 手

道 、弓 道 、バ ド ミン トンの各 種 目 に160名 が

参加 した 。(33校 中24位 、 バ レー ボ ール2位)

第10回 全 日本 医科 学 生 体 育大 会 王座 決 定 戦 が

関 西 医科 大学 を責任 校 と して開 催 され 、バ レ

ーボ ー ル部 門 で3位 と な る。

参 与盛 永要 氏 死去

「旭 川 医 科 大 学 医師 会」 が発 足 した。

昭 和51年 度 解剖 体 追 悼 法要 を、 東本 願 寺 旭 川

別 院 にお いて 挙行 した 。

医 学部 附 属 病 院(SR12-1、37,037㎡)が

竣 工 した。

第1回 運 動 会 が行 われ た。

一 アブ

r-一



10月1日

10月22日

10月26日

医学部附属病院患者等の福利厚生の利便 を図

るため、「財団法人旭仁会」が設立 された。

医学部附属病院前を起点 とし、緑が丘ニ ュー

タウンを縦断す る民営バス.1系統 の運行が開

始 された。

「旭 川医 科大 学附属病院開院記念祝典」 を挙

行 した。

11月1日

11月5日

S

3月25日

11月15日

医学部附属病 院 を開院 し、診療 を開始 した。

(実在病床327床)

第19回 東 日本医科学生総合体育大会冬季大会

が、岩手医科大学 を主管校 として開催 され、

ラグビー、 スキーの各種目に43名が参加 した。

医学部附属病院入院患者受入 れを開始 した。

昭 和52年

1月17日

2月14日

S

3月4日

2月19日

2月20日

3月23日

z

3月24日

3月30日

3月31日

4月15日

医 学 部附 属 病 院初 産 児 命 名式 を行 っ た。1枝

幸 町梅 津 和 夫 、静 子 御 夫妻 長 女 「玲 子 」 ち ゃ

ん 、 命 名者 山 田守 英 学 長)

第3回 全学 スポ ー ツ大 会 が 、バ ドミ ン トン、

卓球 、 サ ッカー の各 種 目に わ た り開催 された。

第1学 年学 生 を対 象 と して 、 キ トウ シスキ ー

場 で ス キ ー遠 足 を実 施 した。

参 与 と して 次 の4名 が発 令 された 。黒 川 利 雄 、

丹 羽 貴知 蔵 、 日野 原 重 明 、今 井道 雄(財 団 法

人 国立 旭 川 医 科大 学 設 置協 力 会会長)

昭 和52年 度 入 学者 選 抜 試験 を 、旭川 医 科 大 学

及 び北 海 道 旭 川東 高 等 学校 を会場 に実施 した。

(定 員100名 に対 し志 願者 は2,685名 で あった。)

昭 和52年 度 入 学 者選 抜 試験 合格 者101名 を発

表 した。

野 球場(11,668㎡)及 び テ ニ ス コー ト(4,512

㎡ 、5面)が 竣 工 した。

第5回 入 学 式 を体 育 館 にお いて 挙行 した 。 入

学 者101名(道 内出 身 者75名 、道 外 出身 者26

名)

「国 立 大 学 の学 科 及 び課程 並 び に講座 及 び 学

科 目に関 す る省 令の 一 部 を改 正 す る省 令(昭

4月29日

S

5月8日

6月16日

S

6月19日

7月5日

7月9日

S

7月11日

7月30日

S

8月6日

9月14日

9月22日

10月10日

S

4月2日

11月1日

11月17日

11月30日

12月7日

和52年 文部省令第14号)」 の公布 、施行 及 び

「国立 大学の附 属病院等の診療科 に関する訓

令」の一・部改正(昭 和52年 文部省訓令第12号)

の実施 によ り、次の講座、診療科 が増設 された。

(講座)生 化学第二、脳神経外科学

(診療科)第 三内科 、脳神経外科

昭和52年 度新入生合同 グループ研修を層雲峡

簡易保険保養セ ンターにおいて実施 した。

「偉大 なる実験一失 われた個性 を求めて」 を

テーマ に第3回 医大祭が行 われた。(大 学祭

実行委員会委員長 鈴木安名)

昭和52年 度学生団体は次 のとお りで ある。

体育系団体 文化系団体 計

団 体 数 28 21 49

加入学生数 491 263 754

第24回 北 海道 地 区 大学 体 育 大 会 が 、北 海道 教

育 大学 を当番校 と して 開催 され 、陸 上競 技 、

準 硬 式野 球 、 バ ス ケ ッ トボー ル、 バ レー ボー

ル 、サ ッカー 、 卓球(男 ・女)、 バ ド ミン ト

ン、柔 道 、剣道 、 弓道 の各 種 目に118名 が参

加 した 。(男 子 の 部参 加28校 中11位 、 円盤 投

新 ケ江正4位 、砲 丸投 新 ケ江 正5位 、準 硬 式

野 球3位 、バ レー ボー ル3回 戦進 出)

第20回 東 日本 医科 学 生総 合体 育 大会 夏 季大 会

が 、福 島 県 立 医科 大 学 を主 管校 と して 開催 さ

れ 、睦 上競 技 、準 硬 式野 球 、硬 式 庭球(男 ・

女)、 サ ッカー 、 バ スケ ッ トボ ー ル、 バ レー

ボ ール 、 卓球 、柔 道 、 剣道 、 空 手道 、 弓道 、

バ ド ミン トンの各 種 目 に174名 が 参加 した。

(34校 中23位 、砲 丸投 新 ケ江 正4位 、1'l-投

稲 尾 茂則2位 、準 硬 式野 球4位 、 バ レー ボー

ル優 勝)

第2回 運 動 会(体 育 大 会)が 行 わ れた 。

昭 和52年 度 解剖 体 追悼 法 要 を、 東 本願 寺旭 川

別 院 にお いて 挙 行 した 。

第20回 東 日本 医科 学 生総 合体 育 大 会冬 季 大会

が 、日本 大学 医学 部 を 宅管 校 と して 開催 され 、

ラグ ビー 、 スキ ー の各種 目 に55名 が参 加 した 。

(34校 中21位 、 ラグ ビー3i戦 進 出、 女f-i・1

車云2イ立イ左藤 綾r)

「附 属 病 院開 院1周 年 記 念祝 会」 を 、医学 部

附 属 病 院職 員 食 堂 に おい て'f/1し た。

学 生 課 主催 第1回 映 画 会 を実 施 した。

旭 川医 科 大学i三催 交通 安 全講 習 会 を実施 した。

学 生 課 ↑三催昭 和52年 度 歩 くス キー�fit;会(第

1回 目)を 実 施 した。

4月18日

昭 和53年
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1月9日

1月23日

S

2月2日

1月31日

2月4日

3月23日

S

3月24日

3月25日

3月30日

4月1日

4月14日

4月15日

4月22日

S

4月23日

6月7日

6月15日

6月15日

S

6月18日

7月15日

S

7月17B

7月20日

S

7月31日

第5学 年臨 床 実 習 が開始 された 。

第4回 全学 スポ ー ツ大 会 が、 サ ッカー 、卓 球 、

バ ド ミン トンの各 種 目 にわ た り開催 され た。

附属 図 書館(R21,737㎡)が 竣 工 した、

第1学 年学 生 を対象 と して 、キ トウ シスキ ー

場 で スキ ー遠 足 を実 施 した。

昭和53年 度 入 学 者選 抜 試験 を、 旭 川医 科 大学

及 び北 海道 旭 川 東 高等 学校 を会 場 に実 施 した。

(定 員100名 に対 し志願 者 は2,379名 で あった。)

屋 外運 動場 体 育 管理 施 設(R1158㎡)が 竣

工 した。

昭和53年 度入 学 者選 抜 試験 合格 者101名 を発

表 した。

本学 住 所 が 「旭 川 市神 楽 町 神 楽 岡3番 地11」

か ら、「旭 川 市 西神 楽4線5号3番 地 の11」 に

地 名変 更 に な った。

第6回 入学式 を体 育館 に おい て挙 行 した。 入

学 者101名(道 内出 身 者67名 、道 外 出 身 者34名)

附 属 図 書館竣 一1二祝 賀 会 を学 内 関係 者 を集 め て

挙 行 した。

昭 和53年 度 新 入生 合同 グルー プ研 修 を、 ホ テ

ル層雲 に お いて実 施 した。

昭 和53年 度 サ ー クル活 動関 係 セ ミナー を第5

講 義 室 に お いて実 施 した。(13団 体 参加)

昭 和53年 度 学 生 団体 は次 の と お りで あ る。

体育系団体 文化系団体 計

団 体 数 27 zo 47

加 入学生数 507 250 757

「翔 び たた ん .い ざ!ノー 研 ぎす ま さ れ た 力 を

携 え て一」 を テー マ に第4同 医 大 祭 が行 われ

た 。(大 学 祭 実 行 委 員会 委 員長 相 馬 光 宏 〉

第25回 北 海道 地 区 大学f本育 大 会 が、北 見 工 業

大学 を'ii番校 と して 開催 され 、準硬 式 野 球 、

バ ス ケ ッ トボ ー ル、 バ レー ボ ー ル、 卓球 、 柔

道 、剣 道 、 弓道 の 各種 月 に100名 が 参加 した。

(男rの 部 参加30校 中13位 、準硬 式野 球 準決

勝 進 出 、バ レーボ ー ル準 決勝 進 出)

第21回 東 日本医 科 学生 総 合体 育 大 会 夏季 大 会

が、 目本 医科 大学 を一}三管 校 と して 開催 され、

陸L競 技 、準 硬 式野 球 、硬 式 庭 球(男 ・女)、

サ ソカー、 バ スケ ッ トボー ル 、バ レーボ ー ル 、

卓球(.男 ・女)、 柔 道 、剣 道 、空 手道 、弓 道 、

バ ド ミン トン(男 ・女)の 各種 目 に205名 が

参加 した。(34校 中17位 、 円盤 投 稲 尾茂 則2

位 、ノL`高跳 小黒 恵 司3f立 、 一.三段 跳1司2位 、準

硬 式野 球4位 、バ スケ ッ トボ ー ル準 決勝 進 出

バ レー ボ ー ル優 勝 、柔道(重 量級)大 木康 生

3位 、空 丁・道5位 、弓道(射 技優 秀 賞)高 橋

真 理 子)

9月13日 第3回 体 育 大 会 が行 われ た 。

9月18日 職 員 、学 生 に よ り構 内 植樹 を実 施 した。

9月20日

10月1日

S

3月31日

10月21日

io月25日

11月1日

　

昭和53年 度解剖体追悼法要 を、東本願寺旭川

別院において挙行 した。

第21回 東 日本医科学生総 合体育大会冬 季大会

が、北里大学 医学部 を主管 校 として開催 され、

スキー に30名 が参加す る 予定 である。

医学部附属病院当初計画600床 について厚生

大臣から承認 された。

「附 属病 院当初 計画600床 完成記念祝会」 を

学内関係者 を集 めて挙行 した。

動物慰霊碑入魂式及び53年 度実験 動物慰霊祭

を、学内関係者を集めて挙行 した。
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11月18日 第6学 年 学生 の 臨 床実 習 が終 了 した。

昭 和54年

1月6日

1月10日

1月13日

S

1月14日

1月18日

旭川医科大学 と総合病院旭川赤十字病院及び

国立療 養所道北病院 との問で、両病院 が旭川

医科大学の臨床医学教育 に協 力すること(い

わゆ る実習協 力病院)の 協 力書を締結 した。

学生課i三催昭和53年 度歩 くスキー講習 会(第

1回U>を 実施 した。

昭和54年 度大学 入学者選抜 共通第1次 学 力試

験 を旭川医科大学 を会場 に実施 した。(受 験

者789名)

第5回 全学 スポーツ大会が、サ ッカー、t;iij<、

1.3
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1月25日

1月31日

バ ドミ ン トンの各 種 目に わ た り開催 され た 。

学生課主催卓球講習会を実施 した。
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2月7日 第1学 年 学 生 を対 象 と して 、キ トウ シス キ ー

場 で ス キ ー遠足 を実 施 した 。

2月20日

3月4日

i

3月5日

3月7日

3月10日

3月24日

題禽

参与 として次の4名 が発令 された。今井道雄 、

黒川利雄 、丹羽貴知蔵、 日野原重 明。

昭和54年 度旭川医科大学入学試験 を、旭川医

科大学 を会場 に実施 した。(定 員120名 に対

し志願者 は283名 であった。)

学生課主催バ ドミン トン講習会 を実施 した。

昭和54年 度旭川医科大学入学試験合格者120

名 を発表 した。

「旭川 医科大学第1回 卒業証 書授与式」 が体

育館 において挙行 された。(庶務課 学生課)

(2ペ ー ジ か ら続 く)

め、将 来計画 を樹 てていることと思 う。社会は、新 しい

医科大学 の最初の卒業生である諸君 に大 きな期待をかけ、

注 目している。殊 に本学 が旭川 に設置 された経緯 から、

地域社会は将来本 学卒業生が地域の医療 に当た り医療過

疎 の解消 に寄与す ることを切 に希って いる。

大学は諸君 が将 来優 れた医人となるため、本学附属病

院を研修の場 とし、あるいはやがて設置 され る大学院 に

人学 して、それぞれ研修 あるいは研究に専念す ることを

心 から歓迎す るもので ある。

ここに、諸君の卒業 を祝 し、諸君が旭川医大の第一期

卒業生であるとい う誇 りと自信 をもって、今後一層真摯

な研修 と学究 に専 念され ることを希望 して止 まない。

14

新 任 教 官 紹 介

昭和53年9月1日 付 けで、精神 医学講座 の宮岸勉教官

が助教授 から教授 に昇任 されました。宮岸教官は既 に教

授 として教育、研究 に当た られ講座の充実を図 られてい

ますが、本誌では御本人から挨拶 をいただ くとともに、

親 しい教官である松嶋教授 からも御紹介いただ くことと

しました。 新任教官の教育研究 方針 を理解す る一助 と

して ください。(学 生 課)

就 任 に あ た っ て
■精神医学講座 ■ 宮 岸 勉

昨 年 の9月 、 森 田前 教授 の

後任 を仰 せつ か りま した 。昭

和51年 の 講座 開 設 当初 は 、僅

か4人 の ス タ ッフで 仕 事 を始

め たの で す が、現 在 は9人 に

ふ え、教 室 体 制 の基 礎 づ く り

は出 来 た よ うに思 い ます 。

さて 、精 神 医学 と い えば、

その領域 の中で も代表的な疾患である精神 分裂病、躁欝

病の原因す ら詳 らかで ない現状ですから、一時 も供手傍

観 は許 されないわけで、毎 日少 しずつで もこの得体 の知

れない臨床医学の発展可能性 を探 りたいと願っています。

私 自身は脳の老化過程d」よび酸素欠乏状態の際 にみ ら

れる超微形態学的変化 に関心 を持 ち続 けて きましたが、

これは老人性精神障害、意識障害 の臨床 と直結す る精神

科領域 の重要課題 といえますので、今後 も同 じ方向で研

究 を進 めたいと考えています。他 に精神疾患の内分泌学

的研究、睡眠障害の神経生理学的研究 などのグループが

活動 していますが、要は、スタッフの…人一人 が自由な

着想でのびのび と研究出来 るよ うな雰囲気に満 ちた教室

で あってほ しい と思 います し、現在 はその意味で きわめ

て順 調な歩みを辿 っているもの と確信 しております。

学生時代 を振 り返 ってみます と、不勉強 が災い して、

精神 医学の講義も臨床実習 も何 となくとっつ きに くかっ

た記憶 があるのみで、精神科医になろうと思 うよ うにな

った契機 がどうもはっきりしません。 しか し、卒後18年

を経 た今では、この仕事がどうや ら自分にむいているら

しい と思 った りす るのです から、人の心 は勝手で判 らな

い ものです。(精 神医学講座 教授)

宮 岸 新 教 授 の こ と
松 嶋 少 二

私 は、宮岸君とは大学医学部で同級で したが、基礎医

学や臨床の実習などで同 じグループに配属 されたことは

なく、 した がって私は彼の学生時代 にっ いてあ まり多く

の知識 を持 っておりません。 しか し彼 と私 とは種 々の意

味 で非常 に対照的 な学生生活を送 ったので はないかとい

えるかも しれません。私の記憶や同級生の話 を総合す る



と、彼は学生時代一回 も講義 を休んだことはな く、 また

当時 の学生達の間で盛んであったマージャンその他 の遊

びもまった くせず、90人近 くいた同級生の中で も5人 の

うちに入 る模範的な学生であった といえます。卒業 して

直 ちに北大精神医学教室に入 り、以後同 じ道 を着々 と歩

んでおられます。私 が北大第3解 剖 の助手 となる前の年

に宮岸君も同 じ教室 に神経組織の形態学の勉強 にきてお

られました。私 と彼 とはち ょうどすれ違いになり、解剖

学教室での彼の勉強ぶ りを自分でみることはで きません

で したが、彼は連 日夜の更 けるまで電子顕微鏡 を観察 し、

解剖の先生達 があの小 さな身体 のどこにそのようなエ ネ

ルギーが貯 えられてい るのか不思議 に思った程であった

とあとで聞 かされ、学生時代 と少 しも変わって いないこ

とに驚嘆 いた しま した。私 は彼 の研究 についてほ とんど

知 りませんが、今FIま で彼の主要な研究領域で ある神経

病理学の分野 において大きな足跡 を残 されたことは十分

察せ られることであ ります。今後 さらに旭川医大精神医

学講座 が世界でも有数 の教室に発展 されんことを同級生

の1人 として応援 しております。(解剖学第二講座 教授)

旭川 医科 大学談話会
第38回 、第39回 、第40回 の 旭 川 医科 大学 談 話 会 は 、 そ

れ ぞ れ昨 年11月15日(水)、 本 年1月17日(水)、2月21日

(水)に 次 の とお り行 われ ま した 。

な お、 第40回 談 話 会 を もって 、昭 和53年 度 の 実施 予 定

分 がす べ て終 了 しま した 。学 生 ・職 員 の 熱心 な聴 講 に感

謝す るとともに、今後 とも協 力をお願い します。(学 生 課)

■ 第38回 談話会 昭和54年11月15日 開催 ■

脊髄牽 引障害 に関す る
実 験 研 究

原 田 吉 雄

近 年 、 手術 手技 及 び 装置 の改 良 に伴 い、脊 柱 変 形 に対

す る矯正 手術 が広 く行 わ れ る よ うに な った が、 術後 の脊

髄 麻 痺 の報 告 が跡 を絶 たず 、術 中 に脊髄 麻 痺 を予知 す る

確 実 な脊髄 モ ニ タ リン グ法 の 開発 が緊 急課 題 で あっ た。

術 中の 脊髄 モ ニ ター には脊 髄 誘発 電 位 を測 定 し脊髄 機 能

障害 を知 る方法 とNeuroleptAnesthesia(NLA)麻 酔 下

で術 中 に一 時的 に覚 醒 させ 運 動機 能 をチ ェッ クす るwake

uptest法 の2つ が一 般的 で あ る。しか しwakeuptest

法 は手技 及 び判 定 上 に問題 があ り、更 に運 動 麻 痺 をチ ェ

ッ クす るだ けで脊 髄 全体 に加 え られた 影響 を正 し く知 り

得 る か とい う疑 問 を解決 しなけ れ ば安 全 な方 法 とは云 え

な い。 そ こで牽 引 によ る種 々の程 度 の 脊髄 損傷 を実 験 的

に作 成 す る過程 でwakeuptest法 及 び 誘 発 脊髄 電 位 法

に よ る脊髄 モ ニ タ リ ング を行 ない 、両 者 の有 用性 を比 較

検 討 した。

1実験 方法lIOkg前 後 の 成犬20頭 に挿 管 、 ハ ロセ ン麻酔 下

で血 圧 、EKGを モ ニ タ ー す る。 第1及 び第2腰 椎 椎 体 に

特 殊牽 引 装 置 を装 着 し、 第1・2腰 椎 椎 間 レベ ルで 脊髄

硬 膜 周 囲 の 組織 を輪 状 に切 離 し、牽 引 力 が脊 髄 に直 接 、効

果 的 に作 用 す る様 に工 夫 した。脊髄 誘 発 電位(以 後S.E.P.

と略 す)を 発生 させ る電 気 刺激 は0.lmSec、10Hzの 矩 形

波 を第7胸 椎硬 膜 外 腔 に挿 入 した双 極 カテ ー テ ル電 極 か

らsupramaximalで 与 え、記 録 は 第4腰 椎 硬 膜 外 腔 か ら

単 極 誘 導 し不関 電極 の位 置 は同 レベ ル の棘欄 靭 帯 上 に取

っ た。S.EP.はsignalprocessorで32--64回 の平均 加

算 を行 なっ た。

牽 引 は5mmを 一 単位 と し、10分間 持 続 後wakeuptest

に よ り麻 痺 の有無 を調 べ 、S.E.P.を 記 録 した後10分 間 完

全 に牽 引 を除 去 す 。 この操 作 を麻 痺 の発 生 す る まで繰 り

返 し、脊 髄 に加 えた牽 引 とS.E.P.の 変化 及 び運 動 ・知

覚 障害 との 関 係 を追 求 した。 そ して 可逆 性 麻 痺 の 出現 す

る点criticalpointを 発 見 し、 そ こで の脊 髄 の状 態 を 病

理 組 織 学 的 、 脈管 学 的 に検 索 した 。

團 脊 髄刺 激 に よ るS.E.P.の 基 本 型 は図1Phasel

に示 す如 く振 幅10-100Vの 潜 時 の 短 い2ケ の 陰性 電 位

及 び これ に続 く小 さい電 位 群 か ら成 る。この第1電 位(N1)

と第2電 位(N2)の 振 幅 と潜 時 を比 較 の指 標 と した 。

牽 引 実験 結 果 には一 定 の パ ター ンがあ る。 即 ち牽 引 を

増 して いくとNl、N2相 互 間の 関 係 は一 定 の まま両 電 位 の

潜 時 は延 長して い き、次 いでN2の 電位 が上 昇するが(Phase2)

更 に牽 引 を増 加 して い くと遂 に著 明 な潜 時 の 延長 と共 に

電 位 が低 下 す る(Phase3)。 一 方 、wakeuptestで は

両電 位 低 下 を観察 して か ら10分 後 にパ ラ プ レ ジア を示 し

た。 この時 点 で牽 引 を0に 戻す と30分 以 内 に両電 位 の 回

復 と共 にパ ラ プ レジ ア も消 失 した 。 このcliticalpoint

で の脊 髄 には 病理 組 識 学上 、 出血 巣 は全 くない が脊 髄 実

質 に 亀裂 が多数 あ り血 管 の剥 離像 を認 め た 。 又脊 髄血 管

造影 で も血 管 の破 裂 、途絶 を示 す所 見 を認 め な か った。

1考按 及 び結 論1以 上の 結 果か らwakeuptestで も術 中 、

パ ラ プ レジ ア を発 見 出来 る が この時 にはcliticalpoint

を超 えて い る か或 るい はcliticalpointで 牽 引 が持 続 さ

れ て い る為 に脊 髄 麻 痺 が証 明 され るの で発 見 した時 に は

脊髄 に非常 に強 い障害 を組 織 学上 認 め られ る。 これ に反

しS.E.P.で は脊髄 機 能 を経 時的 に観 察 出来 る為 、 脊髄

に軽 度 の牽 引 が加 わ りN2が 一一時的 に上 昇した時 或 るいはN1

・N2が 低 下 す るや否 や牽 引 を除 去 す れ ば脊髄 の障 害 が無

い 中 に何 らか の処 置 を講ず る事 が 出 来 、S.E.P法 は明 か

にwakeuptest法 に優 り安 全 な手術 を行 い得 る方法 で

あ る,

(図1)
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 The Study of English 

            at the Idai 

D. Michael Flint

 In order to improve my teaching methodology 

and to gain greater insight into Japanese stud-

ents' attitudes toward the study of English, 

I conducted a motivational survey at the 

Idai and Kyoikudai during October of 1978. 

The immediate thrust of the projected was to 

establish a motivational index for the two co-

lleges. The ultimate thrust was to broach and 

attempt to answer some of the perennial questi-

ons concerning the study of English in Japan : 

How is it that some Japanese can learn to 

speak English quickly and proficiently while the 

majority, provided similar situations, fail? Why 

is it that the Japanese can study English for 

up to ten years yet acquire no remarkable flu-

ency? What motivational factors are involved 

in this enigma? What socio-cultural factors are 

involved? What possible motivating factors are 

involved in making the Japanese willing to learn 

to read and write English while reluctant or re-

fusing to acquire the aural-oral skills necessary 

for fluency? 

 At the Idai 101 freshmen and 50 sophomores 

were given the survey, but 23 freshmen and 9 

sophomores failed to complete the test, for rea-

sons of being absent on one of the testing 

dates. At Kyoikudai 12 freshmen and 10 sophom-

ores were given the survey : 9 freshmen and 

9 sophomores successfully completed it. The 

Kyoikudai students, a smaller group, was con-

sidered a control group for the Idai. 

  The results of the survey indicate that the 

Idai freshmen are operating under a 20.5% mo-

tivation, and the Idai sophomores are studying 

under a 21.4% motivation. Kyoikudai freshmen 

24.9% and Kyoikudai sophomores 22.69%. Although 

the motivation of the Kyoikudai students is sli-

ghtly higher, the difference is negligible. Both 

colleges are operating under motivation lower 

than that necessary to acquire fluency. A big

difference, however, was noted in the Kyoikudai 

students being much more intensely motivated 

and having a greater desire to learn English than 

the Idai students. This may be the result of 

the Idai students' English study being mandatory 

and the Kyoikudai English students' study being 

optional. 

 At the Idai, to help improve the students' m-

otivation increased encouragement is necessary. 

This can be done by both the English teachers 

and the faculty in general . At present, there 

are no strong sanctions for not learning to sp-

eak English. A student can survive and bec-

ome a doctor without speaking English fluently. 

Thus, a student must rely on his own motivation 

in his study. The results of the survey indicate, 

however, the students' self-motivation is not 

enough. One possible solution to this quandary 
i s to insist that the student pass English. 

The old program of allowing a student to pass 

English if he does well in his other courses 

should be dropped. The student should continue 

the study. of English until he passes the course 
regardless of how well he does in his other 

courses. Of course, Japan needs doctors. It wo-

uld be unjustified not to allow a student to bec-

ome a doctor simply because he can not speak 

English fluently. However, all the Idai students 

are of superior intelligence; were passing En-

glish mandatory, the vast majority would pass. 
Another possibility for increasing the motivation 

of the students is for the medical faculty to 

increase the assignments done in English. Also, 

inviting more English-speaking guest lectures w-

ould be helpful. Possibly even a foreign instruc-

tor on the medical staff should be considered. 

At any rate, for the Idai to become iaternation-

ally respected as a medical college, it must pr-

oduce students who become internationally well-

known as doctors. The avenue to this goal is 

to produce students who are fluent in English 

and capable of contributing to international conf-

erences and publications. (4i-[ jAISCM) 
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メチル水銀(MeHg)化 合物による不知火海沿 岸と阿賀野

川流域の水俣病はよ く知 られているが、他 にもMeHg系

水虫薬 による中毒、液状人血漿中の防腐剤(0.01%エ チ

ル水銀)に よる中毒 、種モ ミの消毒剤(MeHg)に よる中

毒 と、日本で はあ らゆるダイブのアルキル水銀中毒事件

が発生 している。これらは、すべて 日本の急激 な経済 成

長期 に発生 してお り、安全性への軽視 が基本的要因 とな

っている。Hgは 電気機器 、触媒 、薬剤 など多用途 に有 用

な重全属であ り、現在で も繁用 されているだけに、その

安全性の確認 は重要 な課題 である。今回は、Hgに 関して

我々が行 っている研究 の一部 を御紹 介 し、水俣病が過去

の ものではないことを知って填 ければ幸いである。

石狩川の水銀汚染:昭 和50年 に公衆衛生学講座 が開設 さ

れた直後に国策パルプの工場廃水 による牛朱別川のHg

汚染が表面化 し、その汚染経路、環境影響 、人への障害

等が問題になった。市公害課 、旭川 高専、当教室の合同

調査 の結果、汚染源 はパルプ原料の木材であることが判

明 したが、環境影響 、人体影響 につ いては未知の部分が

多い。特に、人体影響 があ るとすれば、それは水中のHg

が魚 を汚染 し、汚染魚 を摂食 した人に水俣病症状が出る

とい う形 をとるのが一般だが、困ったのは汚染源が単一

で ないことで ある。 日本は火山国 と言 われ、火山が多い

が、大雪山系 もその一つである。火山周辺 には水銀鉱脈

が豊富で、今は堀 り尽 されたがイ トムカ、竜昇殿 などの
ぺ 　 ノぎン

優 良鉱 が大雪 山 を取 りまい て い る。牛 朱別 川 上 流 の米 飯

川 の水 源 に も水銀 廃 鉱 があ っ て、 この鉱脈 か ら流 出 す る

Hgが 自 然 界で メチ ル化 され、ウグイ などの 魚 に蓄 積 し て

い る。 河川 のHg汚 染 で は 、汚 染源 の 上流 と下流 の比 較 を

す れ ば、 汚染 によ る環 境へ のHg負 荷 の状 況 を大体っ か め

る。 だ が、 牛 朱別 川 で は上 流 に自然 汚 染 を受 ける米 飯 川

が位 置 し、米 飯 川産 ウ グ イのHg濃 度 は他 河 川産 ウ グ イ

よ り高 いか ら、 この 方 法で パ ルプ工 場 の 汚染 寄 与 率 を知

るこ とは 出来 ない。また 、石狩 水 系 の ウ グ イのHg蓄 積 パ

ター ンには 、他河 川 に ない特 徴 一同 … 地点 産 の 同程 度 大

の魚 のHg値 が 高 低2群 に分 かれ る一 があ る。 これ は 、

汚染 水 域 か らの 廻遊 、 種差(ウ グイ 、エ ゾ ウ グイ 、 マ ル

タウ グ イ)、 性 差 、餌 の種 類 、局 所的 汚染 源 の存 在 な ど様

々 な原 因 が考 え られ るが 、未 だ 断定 で きる段 階 に至 っ て

い な い。 しか し、石 狩 水系 、 と く に米 飯 川 の ウ グ イ を

500g/日 以f二常 食 す る と、 そのMcHg積 は 水 俣 病 発

症 の危 険 レベ ル を越 え るこ と もあ る か ら、釣 愛 好家 は注

意 が必 要で あ る。

H9代 謝 の個 体 差:水 俣 病 の発 生 防止 に は、 汚染 源 対 策、

流通(汚 染 魚 の)対 策 、摂 取 規 制 な ど があ る。 この うち

摂 取 規 制の 基 本 は 、人 のMeHg最 小 中 毒 量 を25mg(全 身)

人 のMeHg半 減期 を70日 、安 全 率 を10倍 と し、 蓄積 の 公

式ftYO・ ・ekcdo-Yok(1-e-kt)(但 し・Y・ 一 摂 取

量mg/日 、t;[」 数 、k=o●693/半 減期)か ら許 容 摂 取

量 を0・17mg/週1人 と した もの で あ る。 ま た、 市販 魚 の

Hg濃 度基 準 を総 水 銀 で0.4μglg(=ppm)MeHgO.3ugig

以 下 と して 、汚 染 魚 の流 通 を防止 して い る。 しか し、 こ

れ に は抜 け道 が あ って 、マ グロ は平 均 して も0.7NB/8位

の総 水 銀値(MeHgは 約0.5ug/a)だ が 、市場 価 値 が高 く、

蛋 白源 と して貴 重 なた め規 制対 象 外 に され 、 また魚 好 き

の人 に魚 の摂 食 を禁止 す る対策 も ない 。 さ らに、MeHg

の半 減期70日 は平 均値 で あっ て 、実測 値 は35～180日 と

大 きな幅 が あ る。 従 っ て、例 えば半 減期120日 の 人 が 、

MeHg値0.5閥/Bの マ グロ を毎 日3008食 べ続 け る と、体

内蓄 積 量 は発 症 レベ ル(25mg)を 越 えて しま う。寿 司屋 、

マ グ ロ漁 船員 な ど、毎 日300g以 上 の マ グロ を常 食 す る人

人 は恐 ら く数 万人 に上 る。 とす る と、 半減 期 の 個体 差 を

も っ と配 慮 す る必 要 が あ る。で は一体 、何 故 半 減期 の個

体 差 が生 じるの か。 こ れ が我 々の 一 つ の テ ーマ で あ る。

吸 収 率 は100%近 いか ら問 題 に な ら ない 。考 え られ る原

因 の 一 つ は 、肝 ・腎 な どの排 泄 臓 器 に障害 が あ る場 合 で

あ る。 医 大職 員 、 学生 な ど多 くの 方 の ご協 力 を得 て 、 全

血 中Hg値 を比 較 した と ころ 、肝 機能 障害 の あ る患者 で

は明 らか に健 康 人 よ りHg値 が高 い。動 物 実 験 で 、 ラ ッ

ト ・マ ウ ス にCC且4で 肝 障 害 を起 こ させ る とMeHgの 排

泄 が遅延 す る こ と も判 った 。 しか し、 こ れ らは か な り.重

篤 な機能 障 害 を起 した場 合 で あ る か ら、機 能 障害 が殆 ど

な い人 々 の間 にみ られ る個 体 差 を説 明 した こ と には な ら

な い。 これ に は、薬 物 代謝 酵 素 活 性 な ど遺 伝的 調 節 機 構

が関 係 して い るの で は な いか と考 えて 、現 在 実験 を進 行

中 で あ る。

「生 態 学 か ら臨 床 まで」 などと大風 呂敷 を広 げて
、結 局

判 って い な い こ とを説 明 す るだ け に終 っ た気 もす る。 忍

耐 強 く聴 いて 下 さっ た方 々 に深 く感 謝 す る次 第で す 。

(公 衆 衛 生 学講 座 助教 授)

■ 第40回 談話会 昭和54年2月21日 開催 □

ホルモ ン産生下垂体

腺腫 の臨床

米 増 祐 吉

下 垂体 腺 腫 が ホ ルモ ンを 分泌 し、 その 過 剰状 態 に よ り

種 々 の全 身 症状 を呈 す る こと は、 古 くは1887年Minko-

wskiの 末 端 肥 大 症 の報 告 以 来 良 く知 られて い るこ とで

あ る。

治 療面 で も下垂 体 腺腫 の最 初 の 手術 は末 端肥 大 症 の 治

療 を目的 と して1893年Caton&Paulに よ り行 わ れ て い

る。

この よ うに下垂 体 腺腫 は ホ ルモ ン過 剰 分 泌状 態 の面 か

ら も注 目 され、脳 神 経 外科 医 の 関心 を引 いて きた 。

脳 神 経 外 科 の 父 と いわ れ るH.Cushingは1930年 代 す

で に360例 の下 垂体 腺 腫 を経 験 し、 と く に塩 基 好 性 腺腫

によ る副 腎 皮 質 ホ ルモ ン過 剰 状 態 を報 告 し 、現 在 で も

Cushing症 候 群 と呼 ば れ 、脳 神経 卦科 医 のCushingを 知

ら ない 人で もこの症候 群 を知 らない医師 はまずないで あろう。
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しか しその 後 ド垂 体腺 腫 の手術 は 、視 力障 害 に対 す る

治療 が中心 と な り、ホ ル モ ン過 剰 分泌 につ いて は トル コ

鞍 内の 好 酸性 腺腫 にっ い て定 位的 経 蝶 形骨 手 術 によ る熱

凝 固 、冷凍 破 壊 、R・1、 埋 植 手 術 、放 射 線 療 法 な どが 行

われ て きた。CushinK症 候 群 につ い ては 中枢 性(Cushing

病)の もの は少 ない と され 、副 腎 の手 術 が主 流 と なっ て

きた 。

最近 の 内 分泌学 の 目覚 しい進 歩 、とくにradioimmuno-

assayに よ る各 種 ホ ルモ ンの定 量 が 可能 と な り、 一 方 で

はGuiot、Hardyら による下 垂体 の経 蝶 形骨 手 術 が侵 襲 も

少 な く安 全 に行 われ る よ うに な り、下 垂体microadenoma

の 摘 臨 手術 の経験 が積 まれ ると と もに、 各種 ホ ルモ ン異

常状 態 に おけ る ド垂体 腺 腫 の関 与 が 見直 され て きた 。

また ド垂体 お よび腺 腫 の 内分 泌機 能 につ い て も、電 顕 、

電 顕組 織 化 学 、組織 培 養 な どに よ り研 究 が進 め られ 、従

来 の嫌 色 素性 、酸 好性 、塩基 好 性 の よ うに単純 な組織 分

類 で は整 理 で きない こ と が分 り、最近 で はホ ルモ ン分泌

能 か らの 分 類 も用 い られて い る。

成長 ホ ル モ ン(GH)産 生 腺 腫:末 端 肥 大症 あ るいは

巨人 症で は 多 くは酸 好性 腺 腫(70%)に よ るが 、混 合型

(18%)、 嫌 色素 性(12%)もGHを 分 泌 す る。50%の 症例

に視 力障 害 、90%近 くに トルコ鞍 の 変化 を伴 うこ とか ら

分 るよ うに、 内分 泌異 常 の み の状 態 で診 断 され る こ とは

少 な く、発 症後 平 均6年 余 り経 って い る。 早期 に、 トル

コ鞍 の 変化 が少 な い鞍 内腫 瘍microadenomaの 時 期 に

診断 され る と、 丁・術 によ り下垂 体 機 能 の回 復 も期 待 で き

るが、現 状 は血 中ホ ル モ ンの正 常 化 を中心 に考 え ざ る を

得 ない状 態 で あ る。

プロ ラ クチ ン(PRL)産 生 腺腫:数 年 前 まで は非分 泌

性 と考 え られて い た嫌色 素 性腺 腫 の 約%の 症例 で 、血 中

PRLが 高 いことが分 り、無 月経 乳汁 漏 出症 候 群(Forbes-

Albright症 候 群)で も血 中PRL高 値 が証 明 され、PRL産

生腺 腫 に よ る こと が分 っ て きた 。腺 腫 に よ る下垂 体 の 圧

迫 、 あ るい は高PRL血 症 が無 月経 の 原 因 と され、通 常 の

頭 蓋X線 撮 影 で は変 化 が み られ な い症例 に もmicroade-

nomaが 発 見 され治療 されて い る。 更 に最近 で は女 児の性

成熟 不全 の なか に も下垂 体 腺腫 に よ る もの が 多い こ と が

報 告 され て い る。早 期 に摘 出手術 が成功 す れば 、正 常 下

垂体 機能 の回 復 が え られ 、小 児 の場 合 は正 常 な性 成 熟 も

期待 で き る。

副腎 皮質 刺 戟 ホルモ ン(ACTH>産 生腺 腫:Cushingの

報 告 例 の うち8例 の剖 検 例 中5例 はmicroadenomaで 、 下

垂 体 の連 続 切片 に よ りは じめて発 見 され た もの で あ った

が 、 その後Cushing症 候 群 の 大部 分 に副 腎 の摘 出術 が行

われて きた こ とで も分 るよ うに、 ド垂体 の病 変 は臨 床 的

にも、 病理 学 的 に も軽 視 されて きた。最 近 で は副 腎 過 形

成 は内 分泌 検 査 、副 腎 ス キ ヤ ン、副 腎血 管 造 影 さ らに は

ACTHの 定 量 な ど によ り診 断 されCushing症 候 群 の60～

70%以kに 証 明 され、 ド垂 体 あ る いは視 床 下部 に問 題 が

あ る こ とが分 っ て きた。 経 蝶 形骨 手 術 に よ り塩 基 好 性 、

1H

ある い は嫌 色 素性 のmicroadenomaが 摘 出 され、症状 の

消 失 は勿 論 、 下垂 体 機能 の回 復 が え られた症 例 の 報告 が

多数 あ る。 しか し腺 腫 が発 見で きな い場 合 もあ り、 下垂

体 前葉 全摘 出 を要す る こと も あ る。

視 床下 部 、 下 垂体 の い ず れ が第一 次 障 害 か の問題 は 手

術侵 襲 の程 度 を決 め るた め に重 要 で 、視 床下 部 を重視 す

れば腺 腫 が あ って も下 垂体 全 摘 を行 わね ば な らなくな る。

この 問題 は どの ホ ルモ ン産生 腺 腫 で も問 題 にな る こ と

で あ るが 、ほ とん どの 症例 がmicroadenomaの 時期 に 手

術 が 行 わ れ るCushing病 で 最 も重 要 な問題 で あ る。

内 分 泌学 の 今 後 の課 題 で も あ り、視 床 下 部 ホルモ ン(因

一/…)の解 明 が侯 た れ る が、microadenomaの 摘 出 手術 に

よ りホ ル モ ン過 剰 に よ る症状 が消 失 し、 下垂 体 機能 の 回

復 が え られ る症例 も 多いので 、 ⊥記 内分 泌異 常 の 治療 に

当たっては、ド垂体microadenomaの 口r能性 を検 討 すべ き

で、 関連 各 科 の協 力態 勢 の確 立 が必 要 で あ る。

(脳 神経 外科 学 講 座 教 授)

■ 第40回 談話会 昭和54年2月21日 開催 ■

創 傷 と 病 気

藤 田 昌 宏

医師は死 に対 して厳格 に且っ親 しみの眼でみつめるべ き

であると言われる。死 を客観的 に医学生物学的 に理解 す

る態度 とともに何故死 に至ったのかにつ いての分析が要

求 される。医学的興昧 とい う点 かち は直接の死 の原因よ

りむ しろ病因 、すなわちその病気の病理形態学 や発生論

さらに臨床的悪性度判定 などが医学研究のテーマとされ

ることが多い。 しか し現実的 には本当の死因の分析が要

求 され、数 多くの症例で法医学的 な追究 がなされて きて

いる。

医師は患者の臨終 に立ち合 う場合や診療時すでに死亡

していた場合 において死亡の確認 と死亡時刻や診断所見

を正確 に記録 し疑惑 をもたれ る様 な不自然 な外表所 見が

あれば警察に報告す ることが要請 されている。病死(自

然死)であるか外因死 であるの かの判別 は極 め て難 しく

この区別 こそが法医学 にとって重大 な課題で あることは

意外 と理解 されてい ない。病死の中 には癌 などで長期間

病床 にあった場合以外に急死のケース も多いことは周知

であるが背景に黒い霧があればもちろh死 因 を明 らかに

させておく方がよいわけで剖検 で外因 によるもので はな

く病死であ ると確認す る例が年々増加 している。病気発

生か ら死亡す るまで短時間 しか経過 していない場 合や外

傷 やス トレスが加わった場合 などで は医療行為そのもの

も含めて病死 か外因死かが問題 となることが少なくない。

病死 において問題 となるケー スは炎症、心血管系障害、

腫瘍 などが挙げられ創傷 との関連 が常 に論議 され、これ

らの臨床的病理学的知識 を充分持 たねば思 わぬ トラブル



に巻き込まれて しま う。死体の検査 にあたっては幅広 い

知識 を動員 して行 うことは診療時 と同様で あるが特 に創

傷 が存在す るときは創傷 と死因の因果関係の有無 が重要

となる。その創傷 が生前の ものか死戦期の ものか死後の

ものかの鑑別が必要であ り、因果関係があるとすれば社

会的 に自為 か他為 か不慮の災害 かが問題 となる。健康 人

が突然死亡 して創傷が存在す るときは死因 がこの創傷で

ある・f能性があるが因果関係 を明らかにす るには充分 な

知識 と判断 力が要求 される,,し か し医学的 に判定困難で

法律家 の判 断 によ るこ ともありうる,,剖検 においても

死因 の究明 にあた って外因 死か病死かを念頭にお く訳

であるが 、最 も適確 な診断をするには幅広いセンスで種 々

の専門知識 を用いねばならない。中でも体外表の変化 が非

常 に重要なポ イン トであり創傷 に対する知識は重要 なウ

エイ トを占める。外科学総論で述べ られる創傷 の知識で

あるが外科医的{乙場 と法医的L[五場では創傷 を観察す る焦

点 において治療 と原因 とい う差が存在するが根 本的 には

同 じであり正確 な記録 と分析 が要求 される。創傷 にお け

る診断は死体で あれば田 生前か死後のものか(21兇器の種

類と使 われ/il3){`1分でやったか他人か事故 なのか141死因

との因果関係 があるかなどで、生体 では患者 の訴 えのみ

でなく客観的 な 予後 判定や受傷後経過 日数などが治療 と

並行 して判断 されねばならない。 もちろん生体の傷 口の

治療 と死体の傷口の検 査では分析法 が異なる。すなわち生

活反応の存在で外か らの刺激 に対 し生体でなければお こ

らぬ反応が死後 も証明 されるもので重要な所 見である。

創傷 は鋭器、銃器によるものや鈍体作用によるものに分

類 して用いるのが便利で切創 、割創 、刺創や射創など と

鈍体反応 として表皮剥脱、皮 ド出血 、開放性創傷(裂 創、

挫創 など)か ら外的刺激の及んだ具体的分析 が行われる。

外力による影響が深部へ及ぶ と骨、内臓の破壊がおこり、

特に頭部外傷では直接機械的外 力で損傷を受 ける場 合や

鈍体作用で頭蓋内血管や脳実質が損傷 をうけ臨床上法医

学}澗 題 となることが多い。 スポーツ外傷 や交通外傷 に

対する理解 も病気との関連r.欠 くことがで きず、最近で

は新聞紙 トをにぎわ し社会問題 となっている被虐待 児症

候群(BatteredChildSyndrome)に おいて も外力によ

る生体への影響 を考えておかないと発育障害や全身病 と

判断 して思 わぬ誤診 をする危険性 があり、小児 を死へ お

いやって しまう。ここにも創傷 と内因的病気 との考え方

を充分理解 し、治療 とともにその原因 を科学的に探 る眼

が要求 されてい る。

(法医学講座 助教授)
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灘麟 鰯蕪究髄 醗 紹雛郷撒
■ 法 医 学 講座 ■ 石 僑 宏

法 医学 は医学 以 外 の 自然 科学 をも 含め た 広範 囲 な応 用

医学 で あ る。例 え ば親 子 鑑 定 の た め には 各種 の 血 液型 、

血 清型 、血 液酵 素 型 、皮 膚 紋理 等 の遺伝 形 質 を把握 して

い るこ と が必要 で あ り、溺 水証 明の た め のPlankton、

交通 事 故 の 際 の 力学 、毒 物 の化 学 分 析 等研 究 領 域 は 多岐

に わ た って い る。

現 在 、 当教 室 の 研 究 テー マ は① 法 医個 人識 別 学 、② 免

疫 学 、③ 法 医病 理 学 の3つ が柱 に なっ て い る。

個 人識 別 の中 で血 液型 に関 す る もの で は 、特 にT式 血

液 型 の 研 究 が あ る。T式 血 液型 は、 最近 輸 血 、 妊娠 等 に

よ る免 疫抗 体(抗Le抗 体)で 注 目をあつ めて い るLewis

式 血 液型 と略 同 じ血 液 型 で あ る。Tは1939年 日本 で 、Le-

W15は1946年 イ ギ リ ス ・ノ ル ウ エ ー で発 見 され た。こ

のT式 血 液 型 はS式 血 液 型(分 泌 型 ・非 分 泌 型)と 密 接

な関 係 をもっていて、T型 の大 部 分 はs型 、t型の大 部分 はS

型 と な る。 その 分 布率 は成 人でT型21%、t型78%で あ

る が、 出生 直 後 にお け るT型 は極 めて少 なく、生後1‾2

かt3経 過 す る とT型 は80%位 に増 加 し、生 後3年 位 で 成

人の 分 布率 に落 着 くと い う興 味 あ る一面 を もつ 血1液型 で

あ る。

また 、個 人 識 別 の 中でSuperimposeに 関 す る研 究 が

あ る。 こ のSuperimpose法 は 白骨 死 体 の 個 人識 別 に役

立 た せ る もの で あ る が、頭 骨 の撮 影位 置 がそ の成 否 を決

定 す る。 最 近 、電 動 式頭 骨 移 動撮 影装 置 を考案 試 作 し、

Superimpose法 の合致 条 件(個 人 の同 定)を 数 式 化 す べ

く努 力 して い る。 ま た、同 法 の他 方 面 へ の応 用(例 えば

親 子鑑 定 の 際 の顔 貌 類似 性 証 明法)に つ い て も研 究 を進

め て い る。

免疫 学 に関 す る研 究 は 、薬 物(特 に免 疫抑 制 剤)投 与

と免疫 抗 体 価 の関 係 を調 べ て い るが 、 多量 の免 疫抑 制剤

投 学は免 疫 抗体 価 を著 し く高 め る作 用 を もって い るこ と

が判 りか けて きて い る。

そ の他 、 旭川 地 方 の植 物 を中心 と した レ クチ ン に関 す

る研 究 も行 わ れて い る。

法 医 病理 学 に関 す る研 究 は、死 後 長時 間 を経 過 した組

織 の 変化 、 病 変部 組織 の死 後 変化 、体 表 に付 着 す る細 菌

色 素 、 ミイ ラ化 した皮 膚 に残 存す る創傷 の鑑 別 等 、 従 来

組 織 学 的 診断 が不 ・f能と され て い た分野 に病 理 学 を積極

的 に と り入 れ た研 究 で あ る。

テ ーマ① ② は石橋 が中 心 とな り、 山 口助 手 が薬 学 の知

識 を駆 使 して実験 の一 半 を受持 っ と共 に解 剖 後 の 毒物 分

析 等 を も分担 して い る。

テ ーマ③ につ いて は藤 田助 教 授 が中心 とな って研 究 を

進 め てい るが 、彼 は本 学 附 属病 院 病理 部 副 部 長 を兼任 し

て い るの で仲 々 多忙 で あ る。 その 間 、 中大 路 事務 官 が組

織 標 本 作 製 を手伝 い 、 その他 実 験 器 具 の整 備 、 事務 、 オ

ヤ ツ作 製 等 々研 究 活 動の 裏 方 をつ とめ て くれて い る。

(法 医 学講 座 教授)
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サ ク 紹

本 学 には現 在 、体 育 系28、 文 化 系22の 学 生 団体 が設 立

され延789名 の学 生 諸 君 が各 サ ー クルで活 動 して います。

サ ー クル活 動 は 、諸 君 の個 性 、能 力、技 術 等 を向 上 さ

せ なが ら、 先輩 、 友 人、 顧 問教 官 との接 触 を通 して 自律

性 、協 調性 を修得 す る場 で もあ り ます。 豊 かな 人間 性 の

滴 養 に役立 つ 活 動 は 、諸 君 の大 学 生活 を よ り充 実 させ る

こ とで し ょ う。

各 サ ー クル は諸 君 のエ ネ ルギ ッ シュ な若 い 力 を求 め て

い ます。"こ れ ぞ 、、と思 うサ ー クル で あ なた も活 躍 して

み ませ ん か。

(学 生 課)

ラ グ ビ ー 部

最近 の ラグ ビー 人気 は うな ぎの ぼ りで あ り、正 月 に は

TVで 観 戦 し た人 も 多い と思 う。 しか しラ グビー は 「観

るス ポー ツ」 で な く、 「や る スポ ー ツ」 で あ る。 我 々 は

1人 で も 多 くの 諸君 に ラ グ ビーの醍 醐 味 をあ じわ って ほ

しい。 我 ラグ ビー部 は開校 とほぼ 同時 に誕 生 して 、以 来

着 々 と成 果 を あげ て きた 。51年 以 来 、市 内 大学1位 の座

につ いて い る が教 育 大 、 東海 大 等 の急 追 は侮 り難 い もの

で あ り、 新 人の カを期 待 して い る。部 員 は 未経験 者 が 多

く素 人で も十分 や っ てい け る。 練 習 は毎 日、グラウ ン ドで

や って い るので 、是 非1度 見 に来 て も らい た い、

(責任 者 清 水重 男)

部員 経 費 活 動
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会費(シ ー

ズン中のみ)

月額1.000

円 徴収

5.28-6.4旭 川ラグビー協会会長杯

争奪戦大学の部優勝

10月北海道大学選 手権 大会1勝1敗

道央選手権 大会大学の部優勝

準 硬 式 野 球 部

新入生の諸君、入学おめで とう〃 大雪 山をバックに

したグラウンドで日々白球 を追っている姿 、 それが我が野

球部です。野球部は大学 開校 と同時 に創設 され、以後 毎

年着実 に実力をっ けて きています。 ちなみに此処最近で

は、地区体 及び東医体2年 連続3位 、4位 と安定 した実

績 を挙げ、道内の大学 でも今や旭医 ありといった感 じで

す。 しかしこれらの成績 ・実力が一朝一 夕の もので はな

くそれこそ日々の練習の成果であると我々は思 って いま

す。医学部 という特殊 な事情 のせいか部員 も高校野球経

験者 から、大学へ入って初めて野球 をやり始めた者 まで、

その経験 ・実 力は種 々ですが、部員全員 が一丸 となって

毎 日の練習 に励んでお り、 これから生 まれるお互 いの信

頼 感 ・連 帯感 さらには練 習 の積 み重ね による実 力を試

合で充分 に発揮すること、 これが団体競技の良 さで もあ

りましょう。それこそ試合で勝った時の喜びもf可倍 にも

なり、負 けた時 は各個人の反省 も全員の ものとし、悔 し

さもお互 いの励 ま しによ り次の試合への糧 とで きるので

す。今年の我が野球部 も全 員…丸 となっ た活 動 を行 っ

てい きます。新入生の諸君、野球の上手、下手は構 いま

せん、とにかく野球の好 きな人、野球部へ入部 しません

か。(責 任者 稲葉雅史)

部 員 経 費 活 動
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会 費 月 額

1,500円 徴収

遠 征 費 を 自

己負 担

5,29--5.31全 国 大 学 準 硬 式 野 球 道 予

選3位(三 部 リー グ)

7.15--7.17地 区 体7.24--9.28東 医

体9.8--9.11全 道 大 学 新 人 戦

卓 球 部

卓 球 部 は 、本 学 の 開学 以 来続 く、 学 内で 最 も長 い伝 統

を持 つ ク ラブの1つ です 。 又 、部 員 の 数 で も20数 名 と

多 い 方で す 。 その 内 、女 子 部員 が6名 で 、女 子 の 団体 戦

にも出場 で きる数 少 な い ク ラブ の1っ で も あ り ます。 部

員 の団 結 も堅 く、春 の花 見 に始 ま る 多数 の行 事 もあ り、

大学 生 活 に潤 い を与 えます 。 さて 、対 外 試合 な どに お け

る成 績 で す が 、発 足 当時 か ら着実 に実 力 をr.げ 、 昨年 は

北 医体 で 念 願 の3位 入賞 を果 た し、 さ らにr.位 を目 ざ し

て い ます 。 又 、初 心 者 も 多 く、皆 、時 には きび し く、時

に は楽 し く、練 習 に励 んで い ます。 ど うぞ卓 球 部 へ/

(責 任 者 外木 秀 文)

部 員 経 費 活 動

会費は入部 10.28-29北 口本 医 科 歯 科 学生 卓 球

時1,000円 大会3位
25

徴収遠征費

自己負担
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陸 上 競 技 部
現 在 の と ころ我 々陸L競 技 部 は、 部 員 も少 な く(そ の

部 員 もほ とん ど全 員 が他 部 との掛 け侍 ちとい う実 情)活

動 もあ ま り華 々 し くは あ り ませ ん が 、各 種 大 会で は 、 団

体 、個 人 とも他 部 を しの ぐ成 績 を 上げ て お ります 。 ど う

で す か、 一一年 生 諸君 〃 経 験 の 有無 に かか わ らず 共 に記

録 へ 挑 戦 して み ません か。 今 年 は 、旭 川教 育 大 との 合同

練rな ど 前向 きな姿 勢 で 部員 ・同 張 り きって い る次 第 で

す。 ひ ょっ と して 、君 は大 選 手 に な るか も しれ ません 。

な お、練 習 は 日曜 日 を除 く毎 口行 う予定 で い ます 。

(責 任者 稲 尾茂 則)

部員 経 費 活 動

6

遠fli三費 、 大

会参 加 費 、

連 盟 加 入費

自己 負担

7.29東 医体 総 合6位 、 ブ イー ル ド2

位9.24秋 季北 海 道 学 生陸r .競 技

選 手権 大 会

その他 国 体 道 予選

ス キ 部
我 々は この 旭川 の 地 で何 をす べ きか。 ま さか○ ○ だ け

を学 びに 来た ので は ある ま い。旭 川 の 冬 は長 く厳 しい。

1年 の 大 半 が雪 に おお わ れ、 我 大学 の周 辺 も例 外 な く一

面銀 世 界 と なる。 この 自銀 の 原野 を前 に して ど う して ス

キ ー をせ ず にお られ よ うか。 目の 前 の原 野 をか けめ ぐ る

の もい い。急 斜 面 をス ピー ドを競 って滑 べ りお りるの も

い い。 スキ ー部 デ ィス タ ン スチー ム 、 ア ルペ ンチ ー ム は

君 た ちを待 っ てい る、,〔スキー 部 の歌 〕ポ フ ラが風 に揺 れ

て い る 世 界の 友 が呼 ん で い る そ うだ僕 らも負 けな い

で 勉 強 ・勉 強 ・楽 しい 集 い ・旭医 ・旭 医 ス キー 部!

(文 責 藤 岡 文 夫)

部員 経 費 活 動
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会費月額300

円徴収遠征費

70,000F拍 己

負担

4月 旭岳大回転

6月 支笏湖駅伝

ボ デ ィビル デ ィン グ

ボ デ ィー ビル部 は1期 生 の方 が創 設 した もの で 、 その

後 部 員 の 出資 によ り色 々 な器具 を そろ え 、現 在で はほ と

ん どの トレー ニ ングが 出来 る状態 にな って い ます 。 そ の

ため 我 々 は医 学部 で あ り なが ら、 パ ワ ー リ フテ イン グの

成 績 は北 海 道 の他 の 大学 と肩 を並 ぺ る レベ ル に な って来

ま した。 医 学 生 は特 に運 動 不 足 にな りが ちなの で 、体 力

は 普通 よ りは 劣 る と思 い ます 。 も し皆 さん が体 力不 足 だ

と思 った な ら、ぜ ひ ボ デ ィー ビル部 の練 習 を見 に来 て一ド

さい。 きっ と皆 さん に合 った練 習 法 を教 え る こ とがで き

る と思 い ます。練 習 は毎 日昼 休み 、体 育 館2階 で 行 って

い ます ので 、思 いた った ら、ため らわず に来 てみて下 さい 。

(責 任 者 石 川 推 嗣)

部 員 経 費 活 動
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会 費 月 額

500円 徴収。

遠征費 を自

己負担

10.15全 道 パ ワ ー コ ンテ ス ト4位

11.12全 道 パ ワ ー コ ンテ ス ト新 人 戦

4位

バ ド ミ ン ト ン 部

我 が羽球 部 は開 部以 来5年 、 この 大 学 と共 に成 長 し、

1期 生 の先 輩 ら も無 事 卒 業 して い き ま した。 さ らに今 年

か ら新 入生 諸 君 等 の参 加 によ り、 よ り良 い活 動 を作 り出

して くれ る もの と思 って い ます 。 す で に この キ ャ ンパ ス

の ・員 とな られ た諸 君 らの 、活 力あ る参加 を求 めて い ま

す 。
"頭 か顔 か

、 ま たは体 力 に絶 対 自身 の あ る方"ふ るっ

て人 部 して 一ドさい。 羽球 部 一 同

写 真 は、 東 医体 参 加後 の 独協 医大 との 交歓 試 合 の もの

で あ ります 。

(責 任 者 小 原 敦 史)
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部員 経 費 活 動

34

会 費 月 額

1,000円 徴収

遠征X5-7

川1泊 己負担

7.26～7.29東 医体2回 戦 出場

バ ス ケ ッ トボ ー ル 部

バ スケ ッ トと聞 けば 、"きっ い"と い う印 象 が あ るよ う

だ が、 そ れは練 習 しだ い で 、鍛 えた選 手 で は必 ず しも そ

うで ない 。 それ に は不 断 の練 習 と情 熱 が 必要 で ある。 我

が ク ラ ブの 目的 は そ こに あ り、 そ れ ら を基 盤 に して団 体

ス ポー ツの楽 し さを知 り、チ ー ムの 和 を大切 にす る こ と

が最 大 目標 で あ る。

スポ ー ツ が好 きで 、 チ ーム プ レイの楽 しさ を求 め る諸

君 は、 ぜ ひバ ス ケ ッ ト部 へ!

(責 任 者 宮津 誠)

部 員 経 費 活 動

会 費 月 額 5。14北 医体7位

500円 徴収 7.15～7.16地 区 体 ベ ス ト8
is

遠征費 自己 7.25～7.31東 医 体4位

負担 9.9市 民 大 会

巾工 手 道 部
入学 おめ で と う。「ビシー ツ!」 空 手着 が鳴 る。 「セ ヤ ー

ッ!」 鋭 い気合 い もろ と も、拳 が、蹴 りが 、風 を きり滑

り込 んで ゆ く。 総 勢16名 。 毎 日の 練 習 に 励 み 、合 宿 で

己 に鞭 うつ 者達 。 活 力 に満 ちた我 らの実 力は躍 進 の 一途

だ。 昨 年 は東医 体 で ベ ス ト8、 新 人 戦でYd2私 大 を4-

0、5-0で 踏 み潰 し4位 。 今や 旭川 では 向 か う所 敵 な

し。 率 い るは熊 殺 し三木 田1三将 、 大 田統 制 部 長 、常 勝 相

沢 先輩 。情 熱の6年 生 、 不動 の 実 力5年 生 、技 の4年 生 、

習 練 の3年 生 、伸 長著 しい2年 生 。 部 員中9名 が黒 帯 で

あ る。初 心 者 こ そ来 たれ 。押 忍!

(責任 者 片 山英 昭)

部員 経 費 活 動

16

月額400円

試合参加費

自己負担

7.30東 医体 ベ ス ト8

10.29道 学 生 連 盟4位

9.24旭 川 大 会個 人2位 、3位

一22

膨 砥躍

柔

唖

_娠 轟 、・一 報 転 ・績碗 織 ㌣卿

～
ム

道 部

先 日、私が初段 になった当時(昭 和46年)の 「柔道 」

とい う雑誌 を眺めていた。丁度、第7回 世界柔道選手権 へ

大会が西独のル ドウィグスハーフェン市で開 かれて、川

口、藤猪、篠巻 とい う懐 しい選手 が、6階 級中5階 級 を

制覇 し、ルスカが重量級で優勝 した時 だった。同 じ年の

8月 には第2回 の全国 中学校柔道大会が開 かれて、 あの

山下泰裕が熊本藤園中の先鋒 で同中 を優勝 に導びいてい

る。 そしてこの年の全道高校柔道大会では、今を時め く

道警の高橋政男が中量級あた りで活躍 していたに違いな

い。 あれか ら8年 、私 は昨年暮れ に参段 になったが、山

下、高橋 は五段 になっている。 えらく違 うもんだ なアと

思 うと同時 に、勉強 と柔道 と我 なが ら良 く両立で きた も

んだ なあとも思 う。故 三船 久蔵 十段 は20才 の時 に講道

館 に入門、同 年 早稲田 大学 に入学 、27才 で五段 になっ

てい る。えらいなあ。

大学時代、勉強以外 に打 ち込む ものが欲 しい人、柔道

をやってみ ないか?札 南、札北、札西、函ラ、大阪生

野、愛知東海 と文武両道の校風 を持 った各高校の出身者

が、君 たち後輩 の入部 を期待 して、体育館 の2階 で待 っ

てい る。1年 ま じめ にやれば初段 にします。

(責任者 大木康生)一

部 員 経 費 活 動

12

会費は必要

なっど徴収

遠征費は自

己負担

5月 北海道三医科大学柔道大会2位

旭川地区四大学柔道大会萩巷薇

7月 地区体 、東医体 予選 リーグ3位

9.17北 海道学生柔道選手権大会

サ ツ カ 一 部

我 が部 は、少 数 精 鋭 とい う言 葉 が ピ ッ タ リで あ る。 し

か し これ は望 ま しい こ とで は ない 。悪 く言 う と人 気 が な

いの で あ る。 サ ッカー部 は練 習 が きっ い と言 われ るが 、

毎 年 の新 入 生 は こ ん な うわ さ を聞 い て お じけつ いて しま

う。我 々は 常 に勝 つ こ とを 目標 に して い る。 だ か ら当然

きび しい面 もあ る。 強 い チー ム に な ろ う と思 うな ら、 ま

た強 い チー ム な ら ど この ク ラブ で も練 習 は きび しい の で

あ る。 サ ッ カー は特 に激 しいス ポ ー ッで あ る。 だ か ら き

び しい練 習 が必 要 で あ る。 新 入生 諸 君 よ勇気 を持 て 。 そ



して我々 と共 に血 と汗 と涙 を流 そ うではないか。

(責任者 宮本守孝)

,..sE 講
翻

篭 一.

部 員 経 費 活 動
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会 費 月 額

1,000円 徴収

遠1正費50,000

円 自己 負 担

5～9月 旭 川 社 会 人 リー グ1部2位

6月 総理 大 臣 杯 全道 大 会7月 東 医

体9月 道 北 学 生 リー グ兼 イ ンカ レ

予選 優勝10月 イ ンカ レ全道 大 会 ベ

ス ト8

バ レ ー ボ ー ル 部

昨 年10月 の 秋 季大 学 リー グの こ とで あ る。 その 大会4

連 敗 と、 全敗 まで あ と一一つ とい う対北 海 学 園 戦 で文 字 通

り総 力戦で3セ ッ ト目13:15で 唯 一 の勝 ち星 をあげた時 、

昨春 バ レー部 にだ ま されて 入 部 した4入 の1年 生 が 「よ

か った」 と感 動 に胸震 わせ た。 彼 らは皆 バ レー に関 して

は ズブ の素 人 だ った が いつ の間 にか パ ス もサ ー ブ も そ し

て ク イ ック まで も打 て る よ うに なっ て いた の で あ る。 そ

も そ もバ レー は精神 的 に図 々 しい人間 程 上達 す る。「自分

は素 質 が あ る」 と決 めつ けて練 習 す る奴 程適 してい る。

毎 年 の 公式 試合 は、5io月 に集 中 して お り、試 合数 も

30位 は消 化 す る。本 番 は優 勝 の 可能 性 の あ る地 区体 ・東

医体 で 、そ の 前 に合 宿 を行 い 練 習 の 苦 し さも昧 わ える

し、 その 打 ち1:げ で本 当に うまい酒 や料理 に も あ りつ け

る。 また、 今 年 は全医 体 当番 校 で 全国 の 医学 生 が旭川 に

集 まる 予定 も あ る。身 長 、酒 量 、経 験 な どは 一 切不 問 。

我 がバ レー 部 は 「や って み よ うか な～」 とい う人 間 は大

歓迎 で あ る。 放 課後 の 他 に毎 日昼休 み にも体 育 館で 練 習

して い るか らジ ャー ジ を持 って(そ の ままで も結構で す。)

是非 、練 習 に 参加 して み て下 さい。

(責 任 者 玉 手健 一一)

部 員 経 費 活 動
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会 費 月 額

500円 徴収

遠征費は自

己負担+部費

51101F1北 海 道 大 学男 女 バ レー ボー ル

リーグ春(秋)季 大 会1部5位(6位)
'7月 北 海道 大 学 バ

レーボ ー ル選 手 権

大会5位
〃 地 区体3位 東医 体1位

剣 道 部

私 が この大 学 に 入学 した頃 、 雪 は まだ 旭川 の半 分 を覆

って い ま した が 、空 は紛 れ も な くあの 春 の空 で 暖 い 陽 差

が残 っ て い る雪 を刻 一・刻融 か して い ま した。 こ うい う陽

気 には よ く現 れ る もの で 、私 もは じめ て っ き りそれ とば

か り思 って い たの で す が 、体 育館 の2階 でキ エ ー 、 チ ョ

エ ー と奇 声 が す るで は あ りませ ん か。好 奇 心 に駆 られ て

行 ってみ ます と、 なん と それ は あの 有 名 な剣道 部 だ っ た

の で あ り ます。 この ク ラブは 年 中 この"気 合"を か けて

い るの で あ ります が 、 こ れが ま た個性 溢 る る もので 、 現

代 の脱 個性 教 育 に対抗 し うるもの と各 界の 注 目 を浴 び る

こ とに な りま し ょ う。 と ころで 、個性 は気 合 だ け に現 わ

るもの で は な く、剣 道 その もの に も現 れ る もので あ り、

た と え面で その 美貌 が見 えず と もそ れ が誰 で あ る かわ か

るの で す。 現 在 、麗 しき女性 剣 士 を 含 む20数 名 の 剣 士

が明 日の み を信 じ 日夜 稽 古 に励 ん で お ります 。新 入 生の

皆 さん 、個性 溢 る る剣道 部 へ 、 昨 日に と らわれ ず未 来 を

夢 み る剣 道 部へ 入 りま し ょ う.!尚 、防具 の心 配 は要 りま

せ ん 。初 心 者 大歓 迎!

(責 任 者 仲 谷 了)

部 員 経 費1活 動
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会 費 毎 月

500円 徴収

遠征費 自己

負担

5.28春 季 大 会

7.2北 海道3医 学部 剣 道 大 会2位

7.22--23東 医体

11.23新 人戦

山 岳 部
山へ/

と肉体 を養 い た い(功

利 主義 者)、 大 自然 に

懐 かれ た い(マ ザ コン)、

らない(マ ゾ ヒス ト〉、飛 毒
敵 他

人 の苦 しむ様 が みた

い(サ デ ィス ト)、etc」。

驚 そう何でもいいのです。

驚欝ギ罪 藷鱗 響鍵 翻1講 夏
な ら誰 にで もで き る楽 しいス ポ ー ツ なので す 。 大雪 へ 、

ク

十勝 へ 、 日高へ 、 あの山 々の 頂 に向 かっ て僕 等 と とも に

登 りま しょ う。

(文 責 福 田 真也)

一?3一



部員 経 費 活 動

14

山行時の個

人装備 、個

人参加費用

を自己負担

5.1-5.4利 尻 岳 東 北 稜

7,10-7.13ポ ン ク ワ ン ナ イ ー トム ラ

ウ シ ～ オ フ.タ テ シ ケ 夏 合 宿

12.10-12.12十 勝 一三段 【IIにてLiJ岳 ス

キ ー

弓 道 部

今年 は東 医体 の 弓道 部 門 が札 医 大のi三管 で行 われ る。

下'載.・遇 の機 なの で 、 あ わよ くば優 勝 を な どと 考 えて い

る、、勝利 の 酒 を酌 交 した い人 、 い らっ しゃ い ませ。 弓 は

初 め て なの で 、 とい う人 も心 配 無 用 。先 輩 の超 論理 的 指

導 に よ り、1か 月で ボ ンボ ン的 に当 て させ て あ げ よ う。

弓 を離 れた と き(特 に コ ンパ)の 部 員 た ちの生 態 とい う

の が また面 自 い。 こ こには 書か ない が 、醒 め た眼 で み る

もよ し、乗 って さ わいで 疲 れ る も よ し。 と にか く、 人類

の ナマの 魂 うず ま くケ オ ス集 団。 きみの あ らゆ る武 装 を

解 除 して ナマ 身で ア タ ック して ほ しい。 待 つ 。

(文 責 伊 東 隆雄)

一
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1部員
経 費 活 動

会 費 月 額 6月 北部地区選手権優勝

5001'1徴 収 8月 東医体5位
30

遠征費 ・道 着

類自己負担

大東流合気武道クラブ

大雪 連 峰 の大 自然 にか こまれ るわ が大学 に、 合 気道 部

が創 、ヒされ て か ら'i'3年 が た と う と して い ます 。 合 気道

は、 老若 男 女を問 わず 誰 にで もで きる スポ ー ツ と して近

年 とみ に盛 ん に なっ て き ま した 。

合 気道 には 、 力は 、 い りませ ん 。競 う必要 も あ りませ

ん。 ただ 自然 の 流 れ に と けこ む心構 え を養 うもの で す。

現 在 、温 厚 な星 川部 長 の指 導 の もとで 、 医大 学 生 部 員

のほ か 、社 会人 の 人達 も加 わ り稽 古 に はげ んで い ます。

ど うです 、 み な さん 、 どん な もの か や って み ませ ん か。

興 昧 の あ るノ∫は体 育館2階 の道 場 へ 来 て下 さい。

(文 責 中 山一雄)

°4

騨
邸爺

軟 式 テ ニ ス 愛 好 会

0

発足 して3年 目比 較的 新 しい クラ ブで す が、 新入 生 の

皆 さん を迎 え、新 た な段 階 に向 う軟 式 テ ニ ス愛 好 会です 、.

会員 は 、 老い を知 らぬ5年 生 を中心 に我 ら若 輩 も、昼 休

み の時 間 や 、講 義 の空 い た時 な どを有 効 に利 用 して 、適

当 にコ ー トに 集合 して は 白球 を追 い、 い い汗 を かい て い

ます。 ま た ク ラブ活動 以 外 に も勉 学 その他(試 験 等)の

面 で 、 い ろい ろ と役 に立 つ こ と も必 ず ある と思 い ます 。

入 会時 は、皆 初 心 者 で した が 、 「技 術 部 長」 の 指 導 や

各 人 の 「秘密 練 習 」 の成 果 も あっ て、 ほ ぼ定 期的 に ゲ ー

ム もで きるほ ど に なっ て い ます 。 また機 会 をみ っ け て は

圧倒 的 に強 い(女f…)職 員の 方 た ち と もゲー ム を して き

ま した。 今 年 は更 に他 大学 の 軟 庭 ク ラブ 、同 好 会 と も交

歓 試 合 な ど を して み た い と思 って い ます 。

とか く運動 不 足 に な りが ち な大学 生 活 です が、軟 庭 愛

好 会で 気 軽 に汗 を流 して 、 自分 の健 康 管理 の 一助 と して

ほ しい と思 い ます 。 で は限 り な く美 しい テニ ス を日指 し へ

て 。

(文 責 秘 密練 習 者)

部員 経 費 活 動
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会費は必要

なつ ど徴収

ス ポ ー ツ 愛 好 会

ス=r一 ッ が好 きだ 、何 で も や ろ う/し か しな が ら、運

動部 と して拘 束 され た くない 、 と言 っ た勝 手 気 ま ま な人

間 が 「集」 を な した。 それ が我 が会 で あ る。

と に か く、 自他 とも に認 め る スポ ー ツ 万能2の 集 合

体 で あ る。 どん どん他 流 試 合 を 申 し込 ま れた い 。 見 事返

り討 ち に して くれ るわ。
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我 が会 の特 徴 を列 挙 す る と一一

一
、ヤ クル ト ・ス ワロ ー ズの熱 狂 的支 持 団 体 で あ る。

国鉄 ス ワロ ーズ の昔 よ り、毎 年 毎 年Bク ラス に甘 ん じた 「

ス ワ ロー ズ」 を心 配 そ うに 桑て過 ご した 、 そん な歴 史 が

ある。 同球 団 の チ ー ム ワー ク プ レー は、即 、 我 々 の見 本

で も あ る。 高 度 に複 雑化 す る医療 に 対 して 、独 善的 な個

人 プ レー はむ しろ害 と な る。 一 人一 人 が カー 杯 努 力 して

勝利 す る、 そん な さわや か さが大好 きで あ る。 超 大物 な

ど、 くそ くら えで あ る。

二 、 新入 部 員 を認 め ない。 い か に我 が 会 が人 気 が あ り

入会 希望 者 が殺到 しよ う と、 ガ ン!と して お断 り し続 け

た 。何 故?理 由 は 、2期 生 ば か りの集 団 だ か らで あ る。

従 って 、間 もな く我 が会 は消 滅 す る。誇 り高 く 自懐 す

るので あ る。 崩壊 まで あ と365日 。

(責 任 者 道 籔 裕)

部員 経 費 活 動

u

一 切 な し

アイスホ ッケークラフ

ゴー ンと い うフ ェ ンスへ の 激突 音 、全 速 で 滑 るプ レ イ

ヤ ー同士 が氷 上で ぶ つ か りあ う肉弾 戦 、 そ うか と思 えば 、

フ ェ イ ン トを使 って 相手 を かわ して い く細 か さ。 そ うで

す。 この 力強 さ、 繊細 さ、 これ こ そ アイ スホ ッケ ーの 真

髄 で す。 あ なた は こん な ア イスホ ッケ ー に魅 力 を感 じた

ことは あ りません か。

「こ ん な寒 い と ころで 、 ス ケー トをで き ない なん て 、

可笑 しい。」 と い う こ とで 、 我 が部 が産 声 をあ げ だの が

去 年 の12月1日 。 本学 に スケ ー トリ ン クが無 い と い う厚

い壁 を乗 り越 えて 、 今冬 は地 道 に活動 を続 けて きました。

部 員 は若 干1名 を除 い て、 み な今 年 は じめ て ア イ スホ ッ

ケー をや った と い う人間 で す か ら、技 術 的 に初 心 者 だ か

らとい って 、何 の ハ ンデ イキ ャ ップ もあ り ませ ん。 ど う

で す 。 あ なた もや ってみ ませ ん か。本 学 が東 医体 主 管 と

な る近 い将 来 まで に、 あ なた と 「旭 医 に ア イスホ ッケ ー

あ り。」 とい わ れ る クラ ブに しよ うで は あ りませ ん か 。

多 くの新 入部 員 を期 待 して い ます 。

(責任 者 伊 藤 善也)

部員 経 費 活 動

15

会費は必要

なつど徴収

写 盲胃 部

写真 を撮 り、それを見 ることの楽 しさは誰 もが知って

いることです。 しか し、写真の面白 さの半分は暗室の作

業 にあるとい うことを知って いる人はあまり多 くありま

せん。真 白な紙 の上 にものの形 を焼 きつ けて写真 を作 り

上 げる感激は、写真 をや る者のみが知 る楽 しい世界 なの

です。

昨年度 は各種 のコンテス トに入選す るなど、わが写真

部 にとって充実 した年で した。今年度 は写真展 をより一

層充実 させ るとともに、撮影旅行に行 く計画 などを立 て

ております。写真部の活躍 を御期待下 さい。

(責任者 錫谷達夫)

部員 経 費 活 動

is

会 費 年 額

2,000円 必

要 なっ ど徴

収

医 療 研 究 会
文化 系 サ ー クルの 中 で も、 ひ と きわ 行動 力 を誇 るの が、

我 らが医 療 研で す 。近 い将 来 、 医者 や 研究 者 に なっ た姿

を心 に抱 きつつ 、現 代 医療 の 現 実 を垣 間 見 ん と、 大学 の

内外 を飛 び まわ っ てい ます。 社 会学 的 調査 と、 検 診 を組

み合 わ せ たフ ィー ル ド ・ワ ー クは 、全 国 で もユ ニ ー クか

ハ イ レベ ル なも ので 、過 去4年 に渡 って 、 白滝 、天売 、

沼 の 上 で行 なわ れ ま した 。地 域 の 方 々 との交 流 の 中 で得

られた もの が、私 達 の 活動 の 源 で す。 週1度 の 学 習 会 で

は 、 「医 療 とは。 医 学 とは。 そ も そ も大 学 生 活 とは 。」

と議 論 をぶつ け合 って い ます。 気 軽 にサ ー クル室 まで 、

お いで 下 さい。

(責 任者 佐 々木 悟)

部員 経 費 活 動

23

会 費 毎 月

200円 徴収
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映 画 研 究 会
新 入生 諸 君!君 達 は 大学 生 と して の必 要 かつ1`分 条 件

をどのよ うにお考 えか?受 動 的教 育段 階 を終 えた 君達 ば

今度 は能 動的 に、r1分 の 選択 した学 問 に 專念 し同時 に幅

広 い教 養 を身 につ けて い くべ きだ 。 そ して最 終 的 には そ

のvarietyに 富 ん だ 教 養 の 中で 自己 と い うもの を確 立 し

て ゆ く場 が大学 とい う場 なので あ る。 と ころで 教 養 を 身

につ け る一・番popularな 方 法 は や は り読 書 で あ る。 そ れ

は活字 と して 表現 され た種 々の 文化 を吸収 す る方 法 だ 。

しか し人類 の創 った 文化 ジ ャ ンルは ま だ まだ 多岐 に渡 っ

て い る　 Feelingの 体験 を表 現 す る音 楽 、映 像 とい

う手段 に よ り芸術 を表現 す る映 画etcは 数 えきれない。 諸

君!映 画 研 究 会で 映画 と い う文化 ジ ャ ンルの1っ を体 験

してみ な いか … とは言 って も我 々 は映 画 の 專門家 で

も何 で もない 、,ただ趣 昧 的 に鑑 賞 した り創 作 した り して

み よ うとい う建 前の ク ラブで あ る。現 在旭 川 に は 名画座

がな い、 そ こで一般 市民 と 兵に映 画 史L見 逃 せ な い名画

を鑑 賞 して ゆ と うと 自_}=_E映 活 動 が我 々の 活 動 の 中心 と

なって い る,、蛇 足 だが 我 クラブ の コ ンパの 回 数 は 本校 随

一で あ る
。即 ちそ れだ け 部員 同.}:のcommunicationが

豊富 な大学 生 活 を謳 歌 す る に相 応 しい ク ラブだ と思 って

いる。 ど うか気軽 に部 室 を訪 れ て ほ しい。

〔責任 者 中 山桂 司)

部員 経 費 活 動

zo

会 費 月 額

300円 徴収

第7-121u1画 鑑 賞 会

Jazz研 究 D五

私 達 ジ ャズ研 は演 奏 す るグ ルー プで す 。 ジ ャ ズの好 き

な者同 志 集 ま って好 み の 曲 を演 奏 した り、時 々 コ ンサ ー

トを開 いた り して 楽 し い 活 動 を行 っ て い ます 。 第1期

生 か ら第6期 生 まで それ ぞ れ に 自分の 個性 を生 か しな が

ら演奏 を続 けて 来 ま した。 わ が ジャ ズ研 で み ん な と合 わ

せ て演 奏 してみ ませ ん か。 ジ ャ ズの と り こに な る こ と う

け合 いで す。 時 には ジャ ンルの 違 う音 楽 を奏 で て み た り

も し ます 。f;t1は 音楽 を こよ な く愛 して いる者 ばか りで

す。 楽 器演 奏 者 、 ヴォーカ リス トも含めて 、 いっ で も大歓

迎で す 。

(文 責 脊尾 太 規子)

部 員 経 費 活 動

9

会 費 月 額

500円 徴収

6.4札 医 大学祭 友情出 演

1L8サ ンシャインマーケッ ト医.大ジャズ研 出演

12,9メ キシコ4大 学 ジャズ研コンサー ト出演

1,1メ キシコオールナイトジャズセッション出演

囲 碁 同 好 会

「、

我 が囲碁 同 好 会 は今 年の4〔 で 結 成1周 年 を迎 え る。

そ れ と同時 に ク ラブ 昇格 を勝 ち取 る事 に な るだ ろ う。 以

前本 大学 に囲 碁 ケ ラブ が存 在 して居 た 事 は聞 いて居 るが、

52年4月 に 自然 解 消 して居 るので 、即 ち再 建 とい う事 を

意昧 す るだ ろ う。 然 し今回 の 第2次 囲碁 クラ ブは その 性

格 を異 に して居 る。 そ れ は教 職 員 も 含め た団 体 に した い

とい う意 図 が あ るか らで あ る。 この 意 図 は 本大学 に あ ま

ね く囲 碁 を普 及 させ た い と い う強 い願望 か ら来 た も ので

あ る。 最 も勝 れた 頭 の体 操 で ある囲 碁 を覚 え そ して強 く

なろ うで は あ りませ ん か!旧 囲碁 クラブ の ボ スで あ っ た へ

岡 村氏4段(5年)を 始 め と して数 名の 有段 者 が居 り、

尚更 に数 名の 入段 の 近 い 会員 も居 り、 正 に旭 川地 区 の学

生 囲碁 の レベ ル ア ップの旗 頭 的 な存 在 に なろ うと して居

ります。 ク ラブLI7h格の 暁 に は 、全国 大会 を目弟 し各 種 全

道 大 会 に団 体 レベ ルで 出場 す る予定 を立 て て居 り ます 。

残 念 乍 ら、 現 在本 同 好 会 に は女性 会 員 が居 りませ ん 。 今

日全 国的 に 女性 の囲 碁 熱 が高 ま って居 る時 で も あ り、 女

∫一職 員 、学 生 の 入 会 を強 く望 んで 居 るの が現 全 会員 の ・

致 した 熱望 で あ ります 。 ゆ っ た り と した和 室 で囲 碁 を楽

しも うじゃ あ り ませ ん か!

(文 責 佐 藤 孝生)

部 員 紅 費 活 動

13

会 費 年 額

1,000円 徴

収

9.2旭 川地区学生囲碁大会2位
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奨 学 制 度 に つ い て 厘
この制度は、学業成績優秀 かっ経済的理由 によ り修学

の困難 な学生 に奨学金 が給 ・貸与 されるものです。本学

で取 り扱 っている各種奨学金制度は下記の とおりです。

貴重 な学生生活の中で少 しで も勉学 に専念 で きる時間

的余裕 を得たいと願 う諸君に とって、 こうした制度 の利

用は、学生生活 をより豊なもの にして くれ ますので 、希

望す る学生は、自分の条件等 に適 した制度 に応募 される

とよいで しよう。

(学 生 課)

昭和53年度日本育英会等奨学資金受給者数

昭和54年1月現在

区 分 1年2年 3年 4年 5年 6年 合計 貸与月額

日本育英会 特別
is 17 14 14 16 18 94

S53年度
自 宅v.oao円自宅外

23.000円

〃 一 般
11

.

12 22 18 10 13 as

S53年 度

15,000円

日 本 通運 育 英 会
.

i 1 10,000円

北海道医学修学資金

1

3 3 4 13 12 35 50,000円

響 特児凄『懸
1

1 i zo,000円

累 皇 製奨菓4董

1

1 1 15,000円

大 阪 府 育 英 会
1

i 1 5.000円

杉 村 先 生 記 念
財 団 奨 学 生 1 1 15.000円

長野県医学修学資金 i 2 3 20,000円

福井県医学修学資金 1 1 50.000円

南 条 育 英 会 1 1 10,000円

旭川ロータリー育英財
団 奨 学 生 1 1 6.000円

深 川 市 奨 学 金 i 1 15,000円

登 別 育 英 会(財団 法
人) 1 1 8,000円

斐嚢濃塁箋墨 4 3 7 50,000円

裾崎要 公委衛釜 1 i 30,000円

旭 川 市 奨 学 金 i 1 10,000円

兵 庫県 へ き地 勤 務
医師等確保修学資金 i 1 40.000円

住 友 生 命奨 学 生 1 1 2 20,000円

知 内 町 奨学 資 金 1 1 6,000円

踏 繕幣捜 論 1 1 10,000円

紋 別 市 奨学 資 金 i 1 8,000円

網 走 支 庁 母 子奨
学 資 金 1 1 8,000円

神 奈 川 県 公 衆
衛 生 修 掌 資 金 111 40,000円

津 別 町 奨学 資 金 111 10,000円

公的 医 療 機関 振 興
会医 掌 生修 学 資金

1

111 30,000W

小 川 育 英 会(財団 法 人)
1

111 25,000円

鵜 鷺呆き響 鍾 111
.

40,000円

東 京 郁 公 衆 衛 生
修 学 資 金 11 30,000円

合 計 26 33 47 40 46

.

581250

※ 日本育英 会奨学 金貸与 月額 は昭 和48年 度 から50年 度入 学生

は一般貸 与6,000円 特別 貸与 自宅8,000円 自宅 外12,000円 で

あ り、昭 和51年 度及 び52年 度 入学生 は一般貸 与11,000円 特

別 貸与 自宅13,000円 、 自宅 外18,000円 であ る。

日本育 英 会受 給 者 数 に対 す る その他 育 英 会 重複 受 給 者延 数

区 分 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 備 考

持別貸与 0 2 2 1 6 8 19

一般貸与
0 1 6 5 2 z is

合 計 0 3 8 6 8 10 35

在籍者数588名 実受給者数223名 実受給者率37.9%

ス キ 遠 足
毎年第1学 年学 生 を対象 に行 って いるスキー遠足 が

本年は去 る2月7日(水)に キ トウシ国際スキー場で実施

された。当 日は黒田副学長 をは じめグルー プ担任4名 、

学生95名 が2台 のバ スに分乗 し出発 。スキー場で は午前

の班別練習、午後 か らの自由練習 と、参加学生はスキー

授業での成果 を発揮 しのびのびと滑 っていた。天候 に恵

まれ負傷者 もなく、楽 しい思 い出 を残 し無事終 了 した。

(学 生 課)

第2回 歩 くスキー講習会

前 日 か ら降 り積 った新 雪 とス キ ー 日和 に恵 まれ た1月

10日 ・17日 の2日 、本 学 周 辺 及 び神 楽 岡公 園 林 間 コー ス

で1年 生16人 が歩 くス キ ー に初 め て挑 戦 、青 空 の も とで

さわ や か に汗 を流 した。

参加 した学 生 は、 講 師 か ら歩 き方 や ワ ック スの 塗 り方

な どの説 明 を受 けた あ と、田 圃 の新 雪 あ るい は公 園 林 間

コー ス3kmに チ ャ レ ンジ。 談 笑 した り、 記 念写 真 を撮 り

なが ら歩 いた2時 間 は 、瞬 く間 に終 った 。(学 生 課)

卓 球 講 習 会
去 る1月31日(水)、 午後1時 か ら4時30分 まで、本学

体育館に於て、手軽 なスポーッで ある卓球 に親 しむこと

を目的に講習会が実施 された。受講生30名 は、講師の号

令 により、準備体操 、 トレーニ ング、練習方法の指導 を

受けた後 、3っ の グループに分け られ、初級は球の返球、

中 ・上級は実戦 を通 して欠点等の指摘 による、指導を受

けた。最後 に柳原、椙下両氏 によ る模範試合 が行 われ、

講習会 は盛況 の うちに終 了 した。(学 生課)

第5回 全学スポーツ大会
第5回 全学 スポ ー ツ大 会 は 、去 る1月18日(木)か ら1

月25日(木)ま で の8日 間 、 サ ッカ ー、 卓球 、 バ ドミ ン ト

ンの3種 目に わた り開催 され ま した。学 生 、教 宮 、事 務

官 に よ る各 参 加 チ ー ム は賞 品 の 肉 まん 、 コ ー ラ獲 得 を め

ぎ し、健 闘 しま した 。結 果 は次 の とお りです 。

サ ッ カー1位3A2位1A卓 球1位 事 務 官2

位 教 官 バ ドミ ン トン1位 教 官2位 事務 官

(学 生課)
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道路交通法の一部改正について

昭和53年12月1日 から改正道路交通法 が施行 されてい

ます。その中から、本学では自転車通学の学生 が約20%

おり、その他の学生諸君 も自転車 を利用す る機会 が多い

と思 われ ますので、ここに"自 転 車の通行方法の改善"

についての内容 を掲載 します。(学 生 課)

■自転車道 の通行義務一普通 自転車 は、 自転車道が設け

られてい る道路 においては、例外 を除き、その自転車道

を通行 しなければな らない。(例 外・…① 自転車道以外の

車道 を横断するとき ②道路の状況 その他 の事情 によ り

やむを得ない場合)

■普通自転車の歩道通 行の方法一普通 自転車は、左図の

道路標識等 がある歩道 を通行す ることができる。

⑭ただし、次の ことを守って走行 しなければな ら

ない。①標識 などによる特別の指示 がない場合

は、車道寄 りの部分 を徐行す ること。②歩道上 に自転車

の通行すべ き部分 が、標識 などによって指示 されている

場 合は、その指示 された部分 をiTし 徐行す るこ』 ③

歩行者の通行の妨げになるときは、一時停止す ること。

■自転車横断帯の利m〔D自 転車は、道路 を横断する と

輪輔 雛繋欝 繕謡1壽
が設置 されて いる場 合は、その自転車横断帯 によって 、

その交差点 を進 行 しなければな らない。

■交差点への進 入禁止一 普通 自転車は、交差点 またはそ

の手前のす ぐ近 くに、交差点への進入を禁止す る道路標

示 があるときは、その交差点 に入ってはならない。

■自転車 のブレーキ装備義務一総理府令で定 める基準 に

適合す る制動装置 を備 えていないため、交通 の危険 を生

じさせるおそれのある自転車 に乗ってはならない。

■反射 器材 ・尾灯 の装備義務一夜間または視 界が50メ ー

トル以下の トンネルや濃霧などの中を通行するときは、

尾灯を点灯す るか、総理府令 に定める基準に適合す る反

射器材をつ けて自転車 を運転 しなければならない。
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一 一期生の卒業に思う一
並 木 正 義

旭川 医 大 に も第1回 卒業生 の 出 る と きがや っ て きた 。

早 い もの だ と多 くの ひ とは い うが、 一・期 生 に してみ れ ば

早か っ たか 、遅 かっ た か、 そ れ ぞれ に よ って感 じ方 は違

うで あ ろ う、断 片的 な楽 しい思 い出 は あ るか も しれ ない

が、 全体 と して は苦 しみの6年 間 で あ った と思 う。

一一期 生 とい うもの は 、 なに か しら宿 命的 な苦 労 と使 命

と責任 を背 負 わ され て い るよ うに思 う。 その た め か一 期

生 の顔 には 、 なん とな く悲壮 感 の よ うな もの が ただ よ っ

てい て 、廊 下で す れ ちが って も見 分 け がつ く、新 設 医 大

の さ しあた っ ての 具体 的 評価 を国 家 試験 の 合格 率で云 々

す る風潮 があ る が、 そ うな る と一一・期生 と い うの は責 任 が

重 く、つ らい もの で あ る。 いず れ に して も国家 試験 は さ

っ さ と合格 す る にか ぎる。 また一期 生 に は後輩 の ため を

考 えて行 動 しな けれ ば な ら ない とい っ た責務 の よ うな も

の がつ きま とっ てい る。 その意 味 か らも卒 業 した ら各 教

室 に広 くちhば って ほ しい。 ど この教 室 に行 っ て も、 そ

こ には誰 か先輩 がい る とい うか た ちは 、後 輩 にと って 心

強 い し、望 ま しい こ とだ。 も ちろん母 校 だ け にと ど ま ら

ず、 全国 に羽 ば た くの も結構 なこ とで あ る。誇 りを もっ
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て 大い に広 く羽 ば た いて ほ しい.

卒 業後 の 自分 の すす む べ き道 を決 め るとい うこ とは 、

た やす い よ うで なか な かむ ず か しい もので あ る。 卒 業 生

の 大部 分 は臨 床 にすす むの で あ ろ うが 、臨 床 よ りもむ し

ろ じっ く りと基礎 医学 をや るほ うがむ い てい るひ と、 ま

た ど うして も臨 床 に はむ かな い ひ と、同 じ臨 床で も、 内

科 系 にむ い てい るひ と、 あ るい は外科 系 にむ い て い る ひ

とな どが あ る もの だ。 私 は以 前 か ら教 室 には い りたい と

言 って きて も、 必 ず しも それ を受 け入 れず 、 もっ と も そ

の ひ との適 性 にあ っ た 方向 を すす め るよ うに して きた 。

この 点 で は不 思議 と誤 診 がな か っ た と思 って い る。 医 者

と して の具 体 的 な適 性 を判 断 す る根拠 は 、私 の骨 相 学 の へ

裏付 け と、 その ひ との 性 格傾 向 や人 間性 をす ば や く的 確

に 見抜 くた めの 長 年の 厳 しい修 練 によ る経 験的 事実 に基

づ くもの で あ る。 まだ ど ち らの方 向 に すす ん だ らよい か

決 め かね 、迷 って い る ひ とが い る な ら相 談 に くるとよい。

かつ て北 大 に いた 頃 、 卒業近 くな る と、学 生 はず いぶ ん

相 談 に きた もの で あ る。 今 年 か ら行 わ れ る入 試 の と きの

面接 試験 で は、将 来医 者 に して は いけ な い よ うな もの 、

つ ま り誰 が みて も医者 と して の適 性 に欠 け る もの を大 ざ

っぱ にチ ェ ックす るわ けで あ るが、 医学 生 につ い て は 、

卒業 の時 点 で今 ・度 その 適 性 を細 か く吟 味 し、 ほ ん と う

に 本人 の た め に な る将 来の 方 向づ け を してや る こと が必

要で あ る と思 う。 教官 は大 きな観 点 にた って 、学 生 の す

す むべ き方 向の 相 談 にの って や っ てい た だ きた い 。

最 後 に卒 業生 に ・言。 私 が いつ も言 っ て きた よ うに、

ど うか"病 人 を治 せ る医 者"に な って ほ しい と願 うもの

で あ る。

(内 科 学 第 二 講座 教授)


